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I 要約

① 結論 10代における乳および乳製品の摂取は、骨密度の増加に効果があり、

その効果は、後年に現れる。また骨密度の低さは、腰痛・骨折のみならず多く

の疾病の高さと関連していた。

② 目的食物摂取、特にカルシウム源である乳・乳製品や肉類と魚介類を中心と

した食物摂取パターンと、骨折に密接に関連する骨密度の関係を明らかにする。

③ 方法女性を対象とした骨密度集団検診(参加者約 3000人)での、骨密度測

定値と問診(骨折の既往歴・出産・授乳・食品摂取頻度など)の結果をデータ

ベースとして、問診の回答内容とくに食品摂取頻度と骨密度との関連性を検討

した。食品摂取頻度は、検診時とlO代での摂取頻度とした。

④ 主な結果・考察

骨密度と、何らかの病気の既往歴、腰痛および骨折の既往歴と骨密度との関連を

表Alに示した。低い骨密度は、多くの疾病の危険因子である。

現在の食生活および対象者のlO代での食生活と、骨密度の関係を表 A2(平成

8年度検診の結果)に示す。

現在の食事摂取パターンと骨密度との相闘を見ると、肉類では対象者全員とし

て見ても 30代の対象者で見ても、摂取量の多い人ほど骨密度が高かった。ところ

が、小魚・魚介類および緑黄色野菜は摂取量が多いほど骨密度が低かった。この

現象は、検診が既に 3度目であり、事後指導も行われていることから、骨密度の

低い対象者が栄養指導を受けた結果であると思われる。

10代の時の食事と骨密度の相関では、対象者全員で見ると、午乳・肉類の摂取
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頻度と骨密度は相関しているが、小魚ー緑芸者色野菜では負の綴興が晃られた。 30

代の対象殺では肉類の摂取量まと骨密度の相事警がFきられた。 家主と 60歳以上の対象者

では牛乳・乳製品そして小魚いずれJも摂取畿と脅密度の棺関が見られた。

この関係を、よりよく一義すのが、表 A3である。これは傍街度の上(下)位

岩尾A1 脅若宮rrと革審議霊祭・君主往還(%)

脅機度何らかの審請然 腹痛 脅折
高 20.1 26.8 8.9 
中 26.3' .2日1.2 11.3 
低 59.6 41.4 18.4 

守幸密度の判定i立、造建大{小〉僚から1O}t-'I!ンタイルまでを、害事(j続l&度群としたa

データは平成喜怒俊のものを使湾

表 A2 食品の際取頻度と骨密Jt(l:GSID) 

一 一一一 一
牛乳 祭浅

沼3-6Iill 
遡 1~2 [ij] 
殆ど織

乳製品 塁量支ヂ手豊霊告お3-611主主主
1-2 
どj浪

肉類

遡主残綴翌E3l3 4d 問閥

~然

Ij、魚

後ii殆駁劇E33 N 桂i関扇
1-2 
~然

魚介類綴支護護8 3-草間
1何 2[ij]
ど然

緑野議黄色 f巡数i種関目ト自回問
1-2 
ど然

対象者全員 総代 60滋以上

芝草f':E 10代
2.60 2.72 
2.68 2.72 
2.67 2.65 
2.64 2.43 

世

2.5S84 233 
2.64 2.75 
2.66 2.71 
2.5宰 2必

2.68 2.77 
2.69 2.72 
2.58 2.64 
2.48 2.41 
安 合

2.44 2.60 
2.56 2.5昏
2.64 2.63 
2.68 2.68 
* 合

2.50 2.61 
2.65 2.65 
2告書 2.62 
2.70 2.55 

台

2.59 2.61 
2.69 2.69 
2.69 2.71 
2*782.安80 

主義どを 10 f'(; ~莞f':E 10代
2.7'容 2.76 2.22 2ぷ3
2.77 2.76 2.24 2.28 
2.78 2.79 2.25 2.27 
2.77 2.78 2.18 2.20 

'ー

2.78 2.77 2.22 2.41 
2.77 2.78 2.22 2.25 
2.守6 2.76 2.24 2.23 
2.77 2.76 2.2号 2.22

* 

2.79 2.79 2.23 2.24 
2.78 2.77 2.25 2.32 
2.74 2.75 2.21 2.23 
2.74 2.74 2.21 2.21 
* 告

2.74 2.77 2.18 2.24 
2.78 2.76 2.23 2.22 
ゑ76 2.77 2.24 2.22 
2.77 2.76 2.18 2.21 

* 

2.75 2.75 2.22 2.22 
2.76 2.76 2.24 2.24 
2.77 2.77 2.14 2.22 
2.70 2.90 2.22 2.14 

2.77 2.76 2.22 2.22 
2.76 2.77 2.23 2.19 
2.77 2.76 2.22 2.25 
2.96 2.91 2司54

強絹艶躍議議機長る著書喜なし
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重量A3:働総皮と 10代での食事

毎日摂取した人の割合(%)

会燃のデータ 事号車普度 徐氏乳製品肉類小魚

上役 10% 41.6 15.4 22.6 10.2 

εド 35.1 11.6 13.7 9省1

下位 10% 7.9 2.6 1.3 11.8 

30幾代の対象翁Jニf立
10% 45.9 15.6 25.9 8.9 

ゆ 43.8 14.9 19.3 ?禽3

下位 10% 45.2 16.3 1苦.3 8.1 

紛歳以上の対象主&
10% 12.0 4.0 0.0 10.0 

<t 6.3 0.8 1.0 12.9 

下佼 1語% 2.0 仏号 0.0 6.0 

10%を高(低)密度苦手として、対象者が 10代の時に、牛乳・乳製品‘肉類およ

び小魚を毎日渋取した人の割合を比較したものである。 30歳代では骨密度に与え

る影響は明確ではないが、 60代になると牛乳の摂取状況と脅密度の関係は明らか

であるn

現在 60歳以上の対象翁が 10代の時は、国民全体の栄養摂取水準は低〈、その

憾に牛乳・乳製品および小魚の摂取は孝子衝度の増加に顕著な結楽となって綴れた

と考えられる。これに対し 30議代の対象者では明確な幾が現れないのは、この年

代では、食総務惰が良く、牛乳を飲んだか否かが偶人の栄幾状態に影響授与える

ことが少なかったと考えることが最も可能性が高い仮説である。またカルシウム

を侭から摂ったかによって事号機疫の低下の速度が異なることも、可能性としては

考えられる。

以上のことから、若年織に牛乳と乳製品を摂取するととは骨密度の増加に索献を

?ることが確認疲れ、さらに栄養状況の惑い時にはその効果が大であることが示

された。

II 研究の目的

木研究i求、食物摂取、特に骨密度に影響を与えるカルシウムの供給源である乳・

乳製品や肉類役中心とした食物摂取パターンと、傍密度ひいては骨折との関係を

明らかにすること役目的とする。
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主i 本年度{平成9(199η 年度〉の作業および研究方法

1 1詰95年度成策の出版

1995年度の作業給祭の中から、脅折 e 骨粗重量症と乳・乳製品摂取との関連につ

いての文献総室長総災を「事し・乳製品iま骨粗霧疫を紡寸か?Jとして出版した(化

学と生物、綴問機筋5努 1997~芋 384櫨392) 。

2 1996年度成泉の出版

1996年度の作業で、 1995年lこ行われた骨密度検診の結果に関する解析を行い、

この結果を「食品摂取状況の傍折・骨密皮におよぼす影響」として出版した{尚

籾女学院研究線鈴第 44綴 (1997伴 12F.I)， 185嗣 193)。

3 地域への成泉の還元

協力してくれた地域において、研究の成泉{乳・乳製品が骨密度の向上に役立

つ)を基に、骨密度と食生汚ついての教育講演を行った。

岳 地主義検診からの骨折・符密度事食笠治状況の鴻迷投の検討

昨年と同様、地域骨密度検診のデー夕、そして我々が今年度新たに加えた 10代

での食品摂取頻度に関する質問後議に、乳・乳製品の摂取と骨密度との関連につ

いての疫学的検討を行なったg

W 地域検診からの骨折・骨密度・食生活状況の関淡伎の検討

骨折要因は、食生活のみならず、性・年齢あるいは生活様式なと帆多様である。そ

のような中で、骨折・骨密度低下予防のために食察指導4をする場合、骨密度は、

食生活および還動により、どのように変佑ずるか鳴らかに話されていなければなら

ない。またよの文献調査で明かとなったように、寺署綴度後期加させるには、若年

期のカルシウム摂取と運動力主重要であるが、我々の昨受容までの解析では、積年英語

の食生活等の婆思を対象としていなかった。そこで今年度の作業では、十代にお

ける生活環療を蓑婆な函子として解析を進めたa

1 データベースの作成

主祭域娘内で、平成7年に女性を対象に行われた骨密度集出検診{検診対象者:
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10 代-70 代の約 1 万人、受診者約 3000 火、脅草野皮議IJ~怒{ゆ手事幸 MDIMS 法、帝

人ボナライザーを使用)および問診(骨折の既往燈・出産・授乳・食品摂取頻度

など))の結果をコンビュ…タに入力し、データベースt;した後、繋理して両デー

タを照合後、問診の回答内容と骨密度との関連投を検討したσ

さらに、上と問地区、・問方法で行われた、平成お全容の撃を轡度集団検診の結泉1t

コンピュータに入力してデータペースを作成した診もこの年度では、潟診によと同

じ項目に加えて、 10 代での食品摂取頻度についても襲警ぎ絞りを行った。この濁~

取りには、我々が検診会場に出向き、栄養士の問診状況を穣認レた。ーまた喜多後指

導会が行われぞれにも参加した。こうして得られた傍密度と問診のデータぜ皆殺恕

して両データを照合後、問診の回答内容と骨密度との関連性を検討した!。

平成9年度も問機な方法で骨密度集団検診が行われた。この時の検診には、平

成8年度の隣診項践に、最近多く市販されるようになった栄養剤の摂取状況に関

する質問も加えて鶴券取りを行った。この絡も我々が検診会場に出向き (58筒、

延べ 17人}、栄襲撃:tの問診状況を確認した珍またき襲後指導事会カ$4回行われ、ぞれ

にも参加した。この年度の集団検診は参加ミ警が多く、 7-=f入と前年度の倍以上の

人数となった。現在、これらのデータはコンビュータに入力中である。

平成7年度より問 9年度までの一般議本健康診断結果もデータペースに加えた。

2 データ処想

.解析対象デ…タ

議録で述べたデータの肉、平成?・ 8年度iこ宮城県内で行われた努事録度検診の結

果と、その憾に行われた問診察の記滋家演の資料を用いた{王手成?若手度i之、 2909

人分、関8年度i玄関55人分の、符綴度検診データと問診表データがともにそろ

っていて、隠翁の関連付けができた)。前殺の内容は、対象者の氏名の偽に、検主主

年月日、性別、生年月日、年齢、常総度、基準最高骨密度lこ対する比端、同年代

平均符綴皮に対する%、骨密度への判定{正常、要観察、要指導、接要湾検)、身長、

体撃であった。後者の主なものは、対象者の氏名の他に、身長、体媛、治療歴、

努妻子のお綴、妊娠、授乳、出霊祭の手著書襲、拐殺年齢、現在の灘量的の挙事然、学生侍代

の運動の有然、労銭形態、歩行終潟、機糠姥箆、喫煙状況、襲撃好飲料摂取状況、

ダイエット経験の有然、および食品摂取頻度{牛乳、乳製品、大盗製品、肉類、

小魚、魚介類、緑黄色野菜の翻変時点での状況〉であった。

平成8年度データの場合、食品摂取頻度のデータは、調変時点での摂取頻度に加

えて、十代での摂取頻度も解析対象とした。
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φ解析

芸家磯統計 対象者の年齢構成、平均年齢とその標準偏差、骨密度とその綴準緩議、

金手数約符密度とその標準緩差、骨密度分布をもとめた。

会データによるクロス集委i時: 駿痛手Z然、舞折の既往症有然、出産'授乳経験有

線、務畿の意義襲きと学金持代の滋裁の有娘、喫煙・飲酒状況、ダイエットの経験の

お熊および食品摂取額皮で対象をクラス分けして、その頻度分布および各クラス

該当殺の符草野伎の平均修・擦準偏差を求めた。

次に腰痛の有無と、ょに挙げた脅折既往煙から食品摂取頻度までの項目とを 2

次元クロス袋詰fして綴俊分布を求めた。同様に骨折既往歴の有無と、上に挙げた

諸項目とのB次元クロス祭器十で頻度分布を求めた。

さらに、診断純然、すなわち符軍隊度の敏から正常、要観察、要指導そして聖書再

検の4カテゴリ…に分けられた結栄之、 Jニで述べた諸婆図との2次元クロス集計

を行った。

年鈴刻データによるクロス集計: 念デ…タを用いた集計では、高年齢層iこ脅密

度が抵くなり、かっ食挙傾向が年齢によって爽なる可能性があるため、骨密度と

食事状況の潟速を必ずしも秘書家に表tきないことが考えられた。そこで、最も人数

の多い 30代の対象者のデータきそ捻出して、上ミこ同じ集計孝行った。しかし、 30

代は脅密度が最大鐙に透する終織なので、 30代としては低い聖子華街度であっても、

磁床症状を起こさないことが考えられた。そこで 60々 。代の対象者1i:t議出して同

様の集計を行い、 30代の結果と比較した。

さらに、生活習慣の影響が骨務皮に与える影欝後捉えやTくするため、 30代と

60-70代のデータ処理では、骨梼度の上・下 10%およびその中間の 80%と3群に

分けて、上と同じ集計を行い、ぞれらの若手閣でクロス祭器十の結果に援が見られる

か否かも検討した。
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平成8年度データ4:J平成7年度ヂ…タも、ほほ隠様に処理をfまったが、平成8年

度では、対象者の 10代での食品摂取頻度に関するデータの解析を加えたことと、

年代)jlJ集計授、 30代・ 50代および60・70代について行ったことである。

N 結果

方法で述べたように、今年皮の作業では、平成?年度および平成8年度の検診

絡楽に関Tるデ…タの解析を行ったが、高若者の結果は、後者の結果とほぼ一致す

るので、ヌド報告では、平成お年度データについてのみ説明する。家た 50代の対象

者に関する解析結集も省略するo

なお平成6(1995)年度のデータに衡する解析結果は、音寺i疫の 19制年皮成果

の出版で文書量{むした。

金全データの解析結泉

対象者の年齢はお.4+14.2 (平均ま標準偏主義〉議で、対象者の年齢機成と年代

別脅鰭度王手均健を選定8-1に示した。検診への参加者は 30歳代が最も多〈、骨筏

皮は 30代で最大となり年齢が進むにつれて漸減したω このま芋代別事争被度平均俸を

関8-1に図示した。事ま密度の頻度分布は、友(低い纏)に織を引くパターンを

示したが、ほぼI正規分布を示した。

議8-2'こ綬痛・骨折既往療や生活習慣と骨密伎の平均値を示した。何らかの

病歴がある人の骨密度は低く、腰痛・骨折既役震がある場合、管宅管度は低かった。

現夜の遂激震は符密度と明確な関係はなく、学金持代に運動をしていた人の傍密

度は高いことがえ長された。喫煙の影響は明確ではなく、飲酒iま符徳皮の潔い人に

多い傾向があった。

表 8-3に務主主と、 10代での食品の摂取頻度と管惚皮の関係を示した。現夜の

食品摂取毅皮との関係を見ると、 Ij¥魚・魚介類および緑熊色野援を毎日摂取する

群が符密度が低い傾向があり、肉類を多く撲る入の骨密度は高かった。 10{;;;での

食品摂取頻度との関係者見ると、牛乳・肉類を多く摂った人の骨密皮は高く、小

魚・緑黄色野菜を多く摂った入の骨密度は低かった。また乳製品・魚介類を殆ど

摂らなかった人の努密度が低かった。

表8-4に検診による診断結果による分類と骨草密度の関係を示す。正常と診断

tされた者が最も多かったが、重要事等検とされた対象者も 200人以上いた。

表8・5-aに腰痛の既往歴と現在の食品摂取額度およびその結対頻度を示す。嬢繍
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が有るか否かと食品の摂取頻度の関係は籾篠ではなかった。表8-5ゐに腹痛の既

往歴と 10代での食品授取頻度およびその線対頻度を示す。腰療がおる害警の魚介類

の摂取が多かったことと、緑黄色野菜の摂取が多かったこと以外務確な務係は見

られなかった。

表8-6-aに骨折の既往歴と現在の食品摂取頻度およびその相対鎖度後示す。骨折

経験が有るかi1'iかと食品の摂取頻度の関係は明確ではなかった。議8-5-bに骨折

の既往歴とlO代での食品摂取額度およびその相対頻度を示す。傍折経験が有るか

否かと食物摂取綴度との潟iこ明確な襲警係は見られなかった。

表8一?に腹痛の既往涯の夜然と生活の諮婆留とのクロス集計の結果を示す。

腰痛は骨折と相関しているし、出燦・授乳もリスクファクタ…として作用してい

る。また税夜の運動は影響がなく、学生時代の運動は腰痛の防止に役立つ傾向が

あった。語気8-8に骨折の既往懸の有無と生活の諸要悶とのクロス集計の結果を

示すa 運動は現在の運動でも学生時代のものでも、脅新経験者に多かった。喫

煙・飲滋では釜が見られなかった。また、脅折経験の多いものにダイヱツト経験

者が多かった。

表8-9に管密度の診断結果と生活の諮婆殴とのクロス集計の結果を示す。豪華

再検とされた者に現在運動している者が多かった以外、符術皮との関連は明B訟で

はなかった。表8-10-aに骨草野俊の診断結果と現在の食品摂取頻度とのクロス然針

の結5誌を示す。婆指導や婆湾検とされた人に、牛乳喬乳製品・小魚あるいは緑策

色野菜の摂取量が多かった。差是ふ10ゐに骨密度の診断続祭と 10代の食品摂取頻

度とのクロス集計の結果を示す。脅密度と食品摂取頻度との関係は明らかではな

かった。

議8-1 1に骨密度の上位lO%を高密度群、下位 10%を低密度群として、鰭

重要阪とのクロス集計をした絡泉を示す。低い骨穂波は、何らかの病気、腰痛、符

事?の機感を増やし、また防護議 e授手しも骨密度を下げるリスクファクターとなって

いた。逆に高い脅密度の華をには学生善寺代逮霊訟をしていた者が多く、低い事李総疫の

導者は環:tE遥動をしている若宮が多かった。低い普号車窓皮の容は喫煙率が低かった。

ふ 12-aに骨密度のJ二位lO%を高密度群、下位 10%を低密度群として、現在

の食物摂取頻度とのクロス集計をした結果を示す。低い骨密度の者は、牛乳・乳

製品・小魚・魚介類そして緑黄色野菜などを多く取っていた。表8-12・bに硲・低

滋皮群の、 10代での食物綾取頻度とのクロス築計をした結果を示す。撃を樹皮の高

い者は、 10代で牛乳・乳製品・肉類の摂取畿が紛らかに多く、 Ij，魚・魚介類との

関係は務確ではなく、総資色野菜は摂取が少なかった。
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@3O代対象者の解析結果

30代の対象者は、 1352人おり、その傍密度 0:GSiD)は 2:77+0.22で、年

代別マiま緩高の署管度であった(袋8-1・008.1)。

還を8-31 Iこ腰痛・傍折銃往援や生活習演と骨密度の平均値を示した。何らかの

病歴あるいは腰痛があっても骨密度は低〈なく、骨折紙伎座がある場合、管密度

は低かった。 出産経験者は符後度が高かったが、運動は務tE.学生時代ともに骨

密懇意tは明確な関速が見られなかった。喫煙の影響は務穫ではなく、飲酒は符燦

度の高い人に多い傾向があった。ダイご民ツト経験者の傍稼度が低い傾向にあったe

表8-誌に、現在と、 10代での食品の摂取頻度と骨悌伎の関係を示した。現在

の食品摂取頻度との関係を見ると、食晶の摂取頻度と骨密度の関係は不務篠だが、

肉類の摂取が多い人は高い脅密度だった。 10代での食品摂取頻度との濁係を見る

と、牛乳・乳製品・小魚との関連は不明確で、肉類の娯取の多い人は商い骨密度

となり、魚介類は摂取量が少なくなるほど符繊度が高かった。

議電8・33に検診による診断結果による分類t符惚度の鱒係会示す。 30代なので

正常と診韓録された者が緩も多く、婆指導・要再検は少なかった。

表8・3会誌に綴痛の務役燦と現在の食品摂取頻度およびその務対頻度後示す。療

機が有るか奇かと食品の摂取綴伎の関係は明縫ではなかった。表8・3・bに綬痛の

滋往燦と 10代での食品摂取頻度およびその穏対頻度を示す。腰痛が無い物が牛乳

摂取量が多かった以外、畷確な関係は兇られなかった。

表8・35・aに骨折の既往墜と現夜の食品摂取媛度およびその穏対頻度を示す。骨

折経験があるものの魚介類摂取畿が多いこと以外、明確な皇室はなかったe 殺 ふ

35bに傍折の既往燦と 10代での食品綬取頻度およびその相対頻肢を示す。骨折綬

験が有る者に、魚介類の摂取が多く、牛乳・乳製おあるいは，j¥魚も多い傾向があ

った。

表ふ36に媛痛の買現役療の有無と生活の諮要閣とのクロス集計の結果を示T。

緩痛は骨折と務関しているし、出産・授手しもリスクファクターとして作用する傾

向を示している。また腰痛のあるものには、学生雲寺代逮動なしていた者が多く、

喫燦殺が多いが、飲酒をする司警は少なかった。議後8・37に骨折の既往歴の有無と

生活の緒嬰ltSIとのクロス集計の結果を示す。運動は現在の運動でも学生時代のも

のでも、骨折経験者に多かった。喫煙・飲酒では差が兇られなかった。*た、骨

折経験の多いものにダイエット絞験者合E多かったお

表 ふ38に脅密度の紗断結楽と生活の諮婆留とのクロス集計の結果を示す。善悪

湾検の者lこ緩毒事が多いなど、他の群と比較して異なる数{績を示しているが、該当
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者の絶対数が少ないのマ、断定はで5きない。

表8-39栴aに寺署警驚皮の診断結果と現在の食品摂取頻度とのクロス集計の結菜、議

8 -10-bにf号機皮の診断結果と 10代の食品摂取頻度とのクロス集計の結祭を示す。

婆指導や獲得検とされた人の数が少なく、脅密度と食品摂取頻度との関係l玄関ら

かではなかった。

表8-40に脅密度のよ佼 10%を高密度群、下位 10%を低密度群として、諸要望閣

とのクロス集計悲した給泉を示ずの低い骨密度は、何らかの病気、腰痛を減らし

ているが、骨折の機織を科書やした。骨密度と学生時代あるいは現在の運動との関

係は見られなかった。低い傍惚皮の者は喫燦・飲酒率が低く、ダイエット経験者

が多かった。

表8・41舗aに骨密度の上位 10%を潟密度線、下位 10%を低密度群として、現在

の食物摂取頻度とのクロス集訟をした結泉を示すe 脅密度と食物摂取頻度との照

には一定の傾向は見られなかった。妻賢8・41ゐに傍密度の上位 10%を高密度務、

下位 10%を低密度毒事として、 10代での食物授取頻度とのクロス集ぎをした結果

を示す。骨密度の高い煮は、 10代で肉類の摂取援が多く、魚介類の摂取愛支持少な

かった。他の食品との祷係は籾縫ではなく、豪華策色野菜は努密度の高い者の摂取

が少なかった。

③ 60・70代対象者の解析結果

この年代の対象者は 425人おり、傍俄皮は 2.19+0.26で、 30代 (2.77+

0.22)に比べ低い値となった。(表8-1・図 8-1)。

表8-61に腰痛・骨折既往歴や生活留備と傍綴皮の平均備を示した。腰痛や骨

折蹴役騰がある場合、骨密度は低かった。他の幾悶は傍密度に影響はかった。

表8-62に、現在と、 10代での食品の娯取頻度と符幸俊皮の関係を示したa 現

在の食漏摂取頻度との関係を見ると、食品の摂取頻度と努絞皮の関係は不明確で

あった。 10代での食品摂取頻度との関係者1:，もると、牛乳・乳製品・肉類・小魚と

の関連は摂取量が多いほど現在の脅密度が高かった。長訟の食品との総連は務懇で

はなかった。インスタント食品・冷凍食品ほ対象者が 10代の憾にはまだ一般には

ま普及しないためデータがなかった。

義務-63に検診による診善妥結果による分類と努綴皮の関係をiJ¥Tα 要指導がも

っとも多かった。

者受8・告義帯設に腰痛の既設震と現在の食品摂取を示す。腹鶏カ5ギまると悠日牛乳な摂

取している人が多く、腰痛が無いとIJ'魚・魚介類を毎日撲る人が多かった。表8・
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64みに腰痛の既往慾と 10代での食品摂取頻度およびその怒対頻度後示す。腰痛

が無い人は 10代で小魚・魚介類を毎日授絞していた人が多かった。また腹痛があ

る人に 10代で緑黄色野菜を鈴日摂取した人が多かった。

造疑8-65司 aに伶析の既往歴と現夜の食品摂取綴疫を示す。脅折綬験があるもの

の牛乳・魚介類摂取還が多く、脅折経験の無い入に乳製鈴・小魚・緑紫色野菜を

毎日摂取している人が多かった。表8-65ゐに骨折の既設援と 10fえでの食品摂取

頻度を示す。対象翁が少なく明機ではないが、事号新経験が無い務に、毎日小魚・

魚介類宅を摂った人が多かった。

表 8-66に綬療の統往E撃の有無と生活の務要因とのクロス集計の結5獲を示す。

綴痛は骨折と綴関の傾向があった以外務喜をな幾はなかった。器使8.67に骨折の既

往肢の有無と生活の総重要因とのクロス集計の結集を示す。既往療のあるものは飲

酒する畿が多く、骨折経験のあるものにダイエヅト綬験翁が多かった。

表 8-68 ，こ符密度の診断絡祭と生活の諮重要混とのクロス築計の結果を示す。要

指導・嬰再検とされた者に正常に分類された者より腰痛が多い。

表8必8・aに骨密度の診断結果と溌畿の食品摂取緩療とのクロス集計の結果を示

す。要再検とされた入では小魚の摂取が多い。表8.10ゐに脅密度の診断結果と

10代の食品摂取頻度とのクロス集計の結果表示す。骨密度と食品摂取頻度との関

係は明らかではなかった。

表 8-70に脅密度のよ佼 10%を高密度審卒、下位 10%な低鰐度群として、議要因

とのクロス集計をした結果:a;示す。低い脅署管皮i式、腰痛爆撃を析の羅患を増やして

いる。骨密度の低い人は運動している人が多かった。低い骨密度の者は飲酒率が

低く、ダイエットについては該当者が少なく差が明礁ではなかった。

表8・71輔誌に骨密度のよ彼 10%を高密度君事、下位 10%を低密度群として、現在

の食物摂取頼度とのクロス集計をした結果畿支持す。骨密度が低い人は、牛乳の棟

取獲が多く、乳製品・肉類の摂取量最も多かった。者受ふ71ゐに骨密度の上位 10%

を高密度重卒、下位 10%主主畿密度群として、 10代での食物摂取頻度とのクロス集

計をした結架設示す。脅密度の言語い者は、 10代で乳・乳製訟を毎日摂取した殺が

多かった。

V 考察

本研究の最も明確な絡泉は、現在 60歳以上の女性においては、その 10代の頃

に牛乳・乳製品を多く授ったか否かで伶密度に大きな釜があることでる"'0
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表8-2の結果では、腰痛・骨折と低い骨密度との関連が明確に示され、これま

での結果を確認した。小魚はカルシウム含量が高く、骨粗懸症の予防に奨励され

るが、表8-3に示されたように、骨密度が低い人ほど小魚を摂取する人が多か

った。これは用いたデータが平成8年の検診のものであることから、それまで 2

回の検診において、低い骨密度を指摘された人が、栄養指導を受けてそれにした

がっているためと考えられる。従って、本結果は、現在の食生活については、栄

養指導の効果という面で意味が有り、 10代での食物摂取の結果は、食事の骨形成

に与える影警に関する資料を与える。

表8-3の結果では、 10代において小魚を多く摂った人ほど骨密度が低いとい

うことが示された。表 8・35・aおよびbの結果も、骨折経験がある者は魚介類の摂

取量が多い。対象者を 60歳以上に絞った時には、この関係は逆転する。この矛盾

を生じる理由は明確ではないが、カルシウム源が世代によって異なることが原因

である可能性がある。乳・乳製品についてはこのような現象は見られず、小魚・

魚介類より乳・乳製品の方が骨の密度に安定して良い影響を与える可能性がある。

また肉類は骨に良い影響を与えるという結果は、どの解析でも見ちれ、乳・乳製

品より骨に効果があるのかもしれない。これらの結果の解明もさらに進める必要

がある。

また骨折や腰痛は、骨密度がある水準以下になると起こりやすいであろうし、こ

れらの症状は、若い時の運動による事故でも起こりやすいはずで、そうなると解

析の要因が多くなり、 30代の対象者のデータを見る場合、問題が複雑である。

表ふ61以降の 60歳以上の対象者に関する表は、骨密度と腰痛や骨折あるいは

10代での食事と骨密度の関連を強ぐ示している。まず表 8-62bでは、 10代での

牛乳・乳製品・肉類および小魚とい}った、蛋白・カルシウム含量が高くその吸収

もよいとされる食品の摂取が多かった人は、骨密度が高いことが明確となった。

さらに表 8・71・bで骨密度が高い人では 10代において牛乳・乳製品を多く摂って

いたことが明確に示された。従って、牛乳や乳製品の骨密度への効果が明らかに

なったといえる。

ここで 30代の対象者の結果と 60代のそれを比較する場合、注意しなければな

らないのは時代背景である。現在 60代の人が 10代の時は、食糧事情が悪く、牛

乳や乳製品はもちろん魚でも入手が困難な時代であったし、そもそも牛乳や乳製

品を摂取する食習慣が一般的である時代ではなかった。従って、両世代を比較す

る時は、単に年齢の問題と考えることはできない。たとえば、図に示した通り、

骨密度は年齢によって低下しているが、現在の高齢者が若い頃でも、今の若い人
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に比べれば骨密度は低かったかもしれない。そこで、その要因を差し引けば、図

8 -1に示されたグラフはそれほど右下がりにはならないかもしれない。

また、 30代の結果より、 60代での結果の方が 10代の食品摂取とくに乳・乳製

品の効果が明確に現れたが、これも 30代の場合、対象者全員の栄養状態が良く、

牛乳の摂取が特別の意味を持たなかったのかもしれない。現在 60歳以上の人が

10代の頃に毎日牛乳を摂取しているということは、その人の栄養状態に限らず生

活形態はかなり特異なものであったはずである。

しかし逆に上の結果は、牛乳・乳製品あるいは肉類・小魚類の骨密度を向上させ

る効果の条件を表しているとも言える。すなわち栄養状態が惑い場合において、

牛乳・乳製品の効果は顕著であることが示され、これは本研究での結論でもある。

従って低骨密度での骨折・腰痛の擢愚率の高さと考え合わせると、ある水準以下

の栄養状態では、牛乳・乳製品を与えることを蹄略する必要はないと思われる。

それでは現在の日本の子供たちの栄養状態を考慮に入れた場合、牛乳や乳製品の

奨励が必要か否かである。日本の場合、カルシウムの慢性的な不足は常に警告さ

れていると同時に、肥満の増加と心疾患の増加もまた顕著であり、最も判断が難

しい局面に在ると言えよう。これに答えを出すには情報があまりに少ない。しか

し本研究の結果からでも、牛乳を摂取すれば骨は丈夫になる人は多いと言っても

よいだろう。そこで牛乳や乳製品の摂取とそれらのマイナス面に関する研究を同

時に進め、利害得失を考えた上で乳製晶の奨励をすべきであろう。急がなければ

ならないのは中年以降の牛乳の効果に関する研究である。なぜなら、高齢化に向

かうことは明らかで、老人の骨折はもうすそ深刻な社会問題となろうから。
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表・5窓 EI 次

平成語年度

表8-1 年齢棋院総ム年代)JfJ費型密度
図8-1 年齢制軽減と年代別骨総E長
関8-2 事聖書!1J!:の出褒鎖反
岩屋8-2 鎌足質問の有罪事と、後聖書度
表8-3 食議療取頻度と事骨密度
表8-4 診断結泉と骨密度
表昌一喜一a 腰痛と務復の食事
殺昌一喜一b 腰痛のヰ著書警と10代の食寝
袋8-6-a 後析と現在の食事
者登8-6-b 後析と10代の食事襲
表昌一7 緩擦と言者獲悶
表8-8 脅析と瀦遣要閣
表8-9 診断と絡事I~日
司監8-10-a 診断絡祭と現在の食事提言襲取頻度
者援8-10-b 診断続祭と10代の食物摂取毅変
遺喜一11 後密度と諸事n浅
表8-12-a 後密度と現夜の食事
表芭-12-b 骨密度と10代の食事
表a…31 30代対象畿の諸項自の事著書聖ム骨聖書君医
者監8-32 30代対象著書の食品摂取緩J!:と骨軍慰J!:
岩盤8…33 30代対象者の診断結果と骨密J!:
違豊島一34-a 初代対象者の綾織と現在の食事磨
署長8-34-b 30ft対象者の綾織と10代の食事事
表喜一35-a 30ft対象司警の骨折と現在の食事
表邑-35-b 30代対象畿の骨折と10代の食車
表8…36 30代対象者の腰痛と自響楽Idl
理駐日一37 30ft対象者の脅訴と勝饗密
運豊島一38 30代対象者とき妻鮫結巣と踏襲溺
議8-39-a 30代対象者の診断結果と現夜の食物摂取領J!:
表喜一39-b 30代対象者の診断結5震と10代の食物摂取頻度
表喜一40 30代対象轡の骨脅度と絡事基因
議8-41-a 30代対象者の骨密度と主義復の食事
雲監8-41-b 30代対象者の誉総E底的口代の食事
議8-61 紛歳以上対象畿の積項目の有襲警と、骨密度
雲監事-62 60歳以よ対象翁の食品摂取綴E症と費密度
表喜一倒 的愈以上対象者の診断精療と骨密度
表昌一般-a 60義以よ対象者の棲織と喜怒在の食事
表8-64-b 60歳以上対象者の腰痛と10代の食事
殺8-65-a 60歳以上対象者の骨折と現夜の食8
5襲8-65-b 60幾以上対象殺の骨折と10代(J)食事
者¥{8-66 60議以上対象餐の嬢療と獄事産関
表S一号7 60象以上対象者の号訴と絡事E図
表8-68 60歳以上対象者と診断続果と諸要因
署長日一宮9-a 60歳以上対象者の診断結果と混在の食物摂取旗康
宏-69-b 繍以上対象者の診断結果と10代の食物摂取糊

昌一70 60歳以上対象殺の骨密度と絡事華民
表8-71-a60.差以上対象者の密書度と現畿の食事
委昌一71…b 60怠以よ対象者の骨望書皮と10代の食事
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.8-1:通事重量務総と岩手代5路管密度
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213 2.74 023 
411 2.55 0.2事
447 2.24 0.27 
48 2.0事 な25

3055 2.83 0.31 
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義務時窓:童書演鰐の有望書と努獲.

fl歎 平均 SD 

病気有無 有 871 2.513 0.348 (p<O‘01 ) 
無 2126 2.681 0.277 

震費量華客費警 華客 轟82 2.5事1 0.339 (p<O. 01) 
型軽 2120 2.64書 0.295 

骨折有無 省 357 2.51'18 0.340 (p<O. 01) 
費襲 2680 2.1142 0.304 

出産有無 有 24章容 2.1127 な317(p<O. 05) 
書襲 584 2.1158 0.271 

捜事L有無 有 2280 2.631 0.317 
無 754 2.1143 0.278 

現在遼勤務襲撃 事写 603 之容17 0.332 
費署 2444 2.1137 0.303 

学生時~働省娘 有 1434 2.1199 0.271 (p<O. 01) 
皇警 15嘗3 2.5711 0.327 

喫煙涯 喫媛 407 2.715 0.264 
要事噴煙 2488 2.事13 0.315 

以書官喫燦 155 2.741 0.248 

飲涜有無 運慎重主湾 1716 2.57喜 0.325 
}警1-2箆 143 2.683 告白329
護襲1吃霊童 645 2.711 0.270 

事IEl 508 2.711 0.250 

ダイエット有無 有 395 2.686 0.272 (pく0.01)
実震 2607 2.1'128 色313
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表8-3:食物摂取練度と骨i!l1J:

現代の撚取貴 十代での摂取嫌

llIJ数: 平均 5D  偶数 平均 5D  
牛乳 善事沼 1398 2.595 0.329 1∞z 2.719 0.246 

選3-6 710 2.675 0.275 843 2.724 0.234 
選1-2 511 立671 0.2意書 333 2.巷54 0.307 
殆ど無 432 2.641 0.305 856 2.434 0.348 

乳製品 毎回 428 2.575 0.335 336 2.733 0.236 
週3-6 834 2.640 0.307 650 2.747 0.231 
遡1-2 1365 2.661 0.288 859 2.714 0.245 
殆ど費量 410 2.590 0.336 1187 2.484 0.344 

肉類 害事毘 204 2.67吾 0.305 405 2.771 0.237 
週13-6 1465 2.694 0.275 1139 2.723 0.237 
週1-2 1200 2.575 0.325 77器 2.635 0.294 
殆ど無 181 2.476 0.333 710 2.408 0.342 

IJ、魚 毎日 172 2.441 0.352 285 2.597 0.313 
遇3-6 412 2.562 告.350 581 色568 0.329 
週1-2 1411 2.641 0.299 1071 2.629 . 0.314 
殆ど豊襲 1049 2.681 0.2話i 1090 2.680 0.285 

魚介麹 毎沼 611 2.497 0.340 660 2.609 0.319 
週3-6 1655 2.654 0.298 1557 2.告52 0.294 
週1-匁 734 2.694 0.277 735 2.622 0.317 
殆ど無 52 2.698 0.210 82 2.554 0.398 

練費量色野菜 毎毘 1850 2.594 0.325 2171 2.608 0.319 
量豊3-6 1013 2.691 な275 68語 2.号事2 0.281 
選1-2 177 2.告書2 な249 148 2.709 0.242 
殆ど費量 11 2.761 0.237 15 2.8∞ 0.207 

イン対外食品毎日 31 2.748 0.240 32 2.612 0.342 
週目3-6 466 2.774 0.218 170 2.638 0.336 
遡1…ゑ 763 2.735 0.227 1224 2.643 0.296 
殆ど費襲 1771 2.550 9‘334 1617 2.624 0.314 

冷凍食品 祭主主 12 Z巷27 0.200 10 2.618 。.2哲噂
滋3-6 231 2.711 0.272 330 2.762 なまま3
議1-2 1273 2.665 な285 741 2.744 0.223 
殆;;無 1527 2.595 0.328 1950 2.569 0.331 

畿日一4.2番街結果と脅i!l1i

2察衛 費時数 平均 5D 

1室哲骨 2182 2.781 0.188 
軍基観察 224 2.485 0.041 
型車指司事 444 2.241 0.142 
事悪事車検 206 2.063 0.284 
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1賢岳山5-a:腰痛と現在の童事 表S時 5-b:腹痛の者書官と10代のu
牛乳 牛車も

腰痛4聖書聖 i刻週3-81!il選1-2闘ほとんど無 総It 緩集者鍍 毎日 13-霊1m温1-2悶ほとんど費量 総It
有 45.き 23.9 i書j 14.2 100 有 41.8 21.8 16.2 14.2 1∞ 
無 45.9 m 17.2 14.1 1∞ 鍛 45.2 23.9 1器量 14.0 100 

総計 45自 231 16.8 14.1 100 事IIt 46.0 2主3 18.7 14.1 1∞ 
靴製品 車L麗.!l.

懐痛4号車普 .隠 遁3-事務遭1-2tmほとんど無 純計 I策著書R 毎関 13-喜1!il11-2閥ほとんど鍵 総計
有 15霊 21J 41.9 14.8 100 者 13.8 21.9 48.5 11.9 100 
無 13.4 m 48.4 12.9 100 鰻 14.3 21.2 44.5 14.1 1∞ 

総計 14.1 27盆4 45.1 la4 i∞ 総計 14.1 27.4 45.1 13.4 1∞ 
肉類 肉類

腰痛有然 i隠週3-6!m還1四 2殴ほとんど書官 総針 限集者集 毎日 13一軍1ii111-2閤ほとんど奇襲 総計
有 8.5 48.8 4号E 8.1 100 有 書j 44.9 42.事 自A 100 
祭 8.9 毒患? 39.6 5.9 1∞ .. 書白書 49.8 31.9 5.7 10号

総計 6.7 48.1 39.2 書.0 100 総tt 8.1 後2 39.2 5.9 1∞ 
IJII 1]、最

腰痛有無 .お週ト8関連1-21!ilほとんど需 縦十 機籍者無 毎日 13-署霞 11-2思ほとんど繁 総針
有 6.4 13.9 46.2 33.7 100 有 書A 13.9 47.0 32.8 100 
鰻 5.4 13.5 48.3 34.8 1∞ 集 5.3 13.4 48.2 35.2 100 

総It 5.7 13.6 4呈2 34.5 1∞ 総計 5.6 13.5 4!4 34.5 1∞ 
金介類 魚介類

腰痛有鱗 iB 週3-6随11明 2箆 11とんど簾 総It 腹痛有無 毎日 13-8箆11-2自ほとんど書官 総tt
宥 18.0 54.0 26.4 1.6 100 有 23.4 53.2 22.2 1.2 10号
書E 20.8 54.3 23.2 1.B 1∞ 奇襲 18.8 製品 24.8 1.9 100 

総計 19.9 54.2 24.2 1.7 100 縦十 20.0 54.3 23.9 1.7 100 

録Jt慾野菜 緑黄飽"議
腹痛有無 餐8 週3-自悶遷1“21i!l ほとんど嫌 11+ 腹痛者集 毎日現3寸街道1-2鴎ほとんど鍛 鯵It

者 E色B 33.8 5.4 0.2 1∞ 者 63.8 31.4 4.草 0.2 1容器
書E 60.4 33.3 5.9 0.4 1∞ 集 59.8 33.8 6.2 立4 100 

総t十 書1.1 33.6 5.8 0.4 100 総It 60.8 33.1 5.8 主4 100 

イ〉互参〉ト童晶 4ン'1.'ント食品
獲爆者無 毎畿運3-6関週1四 2怒ほとんど鱗 事告It 線繍有無 11目13問自翻 11-2箆ほとんど犠 鍵鈴

者 0.8 5.1 39.0 55.1 1∞ 者 1.4 5.2 37.1 55.1 100 .. 1.2 5.9 40.9 52.0 1∞ 務 0.9 5.1 41.3 52.0 1∞ ~針 1.1 5.8 40.4 52.9 100 総計 1.1 5泊 40.3 53.1 100 

冷2車童晶 }者濠倉品
腹痛者機 11震 13-6関遡1叩 2怒ほとんど撫 総1+ I繍有無 11盟13-e随11同 2麹ほとんど鱗 総計

者 0.1 主2 41.1 50.6 100 宥 a書 7.4 42.2 49.9 100 
第 0.5 1.5 42.3 49.1 i∞ 策 0.3 1.8 41.5 50.4 i∞ 

総n 0.4 1.1 41幸 50.0 100 総It Q4 1.1 41.7 50.3 100 
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.8-6叩a:骨折と現畿の食事{無菌筈Itfti診した.，十) .9叩阜四b:費衝と10代でお食事

牛事i 牛車t
I~者t祭 .813-60011-200ほとんど祭 総野 警警?葬祭 毎震遭3-書留遷1-2密ほとんど祭 総野

:ft 44.7 22.書 17.書 15.1 100 事寄 33.0 23.7 15.9 27.4 100 
襲警 45き 2主毒 i呈7 14.0 100 祭 33.0 28.3 10.4 28.3 100 

IIt 45.7 23.3 16.8 14.1 100 総It 33.0 21.8 11.号 28.2 100 

乳製品 乳製品
費留守4司祭 4事隠 13-600遷1-2困ほとんど無 総計 骨折事祭 '813問自聞週1-2回ほとんど無 .針

t 14.0 28.9 41.0 16.0 100 者 12.9 17.8 26.9 42.6 1∞ 
続 14.1 27.3 45.4 13.2 100 無 10.9 22.0 28.5 38.6 100 

総計 14.1 27.5 44.9 13.5 1∞ 総計 11.1 21.5 28.3 39.1 100 

肉餓 肉娘
骨術者無 t鯵事悶 a犠13叩8関遁1.ト.幽幽幽幽幽→幽 総計 膏続有鍛 .関 13寸図湿1-2医ほとんど無 総針

有 4.8 46.1 43.3 5.9 100 夜 11.8 38.7 24.6 24.9 100 
無 6.9 48.4 38.7 5.9 100 言者 13‘7 37.5 25.7 23.2 i∞ 

rnt 主? 48.1 39.3 5.9 100 総計 13.4 37.6 25.事 23.4 1号号

Ij、1. 小量
膏務葬祭 .筏13-韓関 11-2密 iまとんど祭 IIt 警祭事費襲 祭器 13-60011叩2怒ほとんど祭 毒患It

事5 4喜 11.4 47.9 30.0 10号 事専 10.1 18.2 36.喜 34.9 10告
書量 5.8 13.0 46.0 35.1 1告書 奇襲 9.3 19.4 35.2 38.0 11邸

事告It 5.7 13.5 4き.3 34.5 1号号 I針 ま4 !事Z 35.4 35.9 11∞ 

魚介媛 魚介嫁
骨折有無 .臼 13四6m!11-2図ほとんど熊 総計 膏折有無 毎日 13町 8関11叩2図ほとんど無 総僻

有 21.8 54.5 21.5 2.2 100 者 20.1 53.6 23.5 2目B 100 
無 19.8 54.1 24.5 1.6 100 無 21.9 51.1 24.3 2.7 100 

総軒 20.0 54.2 24.1 1.7 100 総1十 21.7 51.4 24.2 2.7 1∞ 

緑黄色野業 緑黄色野猿
膏折有無 毎日 13叫 S翻11-2閥ほとんど鱗 総It 骨折有無 懇話 13四60011時 2s自ほとんど祭 総計

有 自1.5 32.4 5.9 0.3 100 有 71.8 20.8 8.7 立S i∞ 
書E 自告4 33.4 5.8 立4 100 無 72.0 23.0 4毒 0.5 100 

総1十 総5 33.3 5.8 0.4 1∞ 集計 72.0 22.7 史専 0.5 10告

4ンス事〉ト金6A 。え事ント*議
11若者無 餐B13明書m!11市 200Iまとんど費量 総It 警訴審祭 .廷13四喜怒 11叩21mほとんど祭 総計

者 1.7 5.3 416 51.4 100 有 O.喜 15.7 24.1 5設? 100 
集 1.0 5.6 40.1 53.4 1寺号 無 1.1 15.3 25.4 58.2 !∞ 

総計 1.1 5.6 40.2 5主1 100 I針 1.0 15.3 25.2 58.4 100 

冷濠童.Il. 玲涼食品
骨折有無 毎8・3四B図書1四2m!ほとんど書官 総計 骨折書無 毎日目13-6悶11時 2翻ほとんど鍛 削十

有 0.6 7.6 41.6 50.3 1∞ 有 0.0 10.9 23.0 65.5 100 
無 。白4 7.6 41.9 50.1 100 続 0.3 11.0 24.6 04.1 100 

制十 0.4 7.6 41.9 50.1 100 制f 0.3 11.0 24.4 04.3 100 
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I自-7:膜織と1書:1悶(熊悶篠1;1:削除した集計)
表8-8:骨折と踏襲悶

出産有無
脅ffi~熊 脅街有無 有 機 総計

腹療事奇襲 4智 書R 総計 有 78.2 21.B 100 
~ 13.8 86.2 100 無 自1.2 18.8 1∞ 
書聖 10白書 89.2 10告 総計 書在自 1宮2 1幸容
総計 11.7 話器3 1∞ 

綬乳有無
総5主事ま熊 善努有線 ~ 書襲 総計

燃費接~型軽 有 書聖 総lt 者 73.5 26.5 100 
翁 喜志喜 14.1 100 祭 75.4 24.6 100 
書聖 7喜5 21.5 10告 総計 75.1 24‘喜 i∞ 総It 80.7 19.3 10告

漢を議委主審祭
1量事tl智豊宮 警ffi有祭 者 書聖 総計

緩昔前者無 有 鍍 総計 者 22.7 77.3 1号告
者 79.4 20.6 100 無 19.4 出O.書 10号
無 73.3 26.7 100 総計 19.8 80.2 100 
総計 75.1 24.9 100 

学生時遂事島幸f鍛
筑後運動有無 晋折有祭 有 費需 縦十

腰痛~鍛 有 無 総計 者 52.1 47.9 11∞ 
事管 19.3 胞7 1日目 無 46.7 53.3 1∞ 
無 20.0 80.0 1∞ 総It 47.3 52.7 100 
総計 19.8 80.2 1∞ 

増~1I1!!
学生時運動有無 骨折者鰍 1援機 ~~喫燦以前喫燦 総計

腰繍有鱗 有 無 総!t 有 12.8 80.2 7.0 100 
手T 44.4 55.6 100 無 13.5 日1.7 4.8 100 
無 48.7 51.3 1∞ 総計 13.4 81.6 5.0 10G 
総計 47.4 52.6 100 

飲1自m俊
喫慢霞 骨折有無 .8週ト2悶 月ト2回飲まない 総計

腰痛手奇書官 喫煙涯 葬喫題以前喫標 総計 有 4.0 24.0 20.1 52.0 100 
有 14.2 81.0 4.8 11郎 書官 4.9 21.1 16.4 57.6 100 
無 13.0 81.8 5.2 1∞ 総計 4.8 21.4 16.9 56.9 100 
総It 13.3 81.6 5.1 1∞ 

亨イエット有無
飲酒頻夜 骨折有無 有 無 総計

腰jIfi有無投まない 毎お週1そ習1'l1-2恩 ~It きg i豆S 83.4 i∞ 奪 55.0 4.9 21.7 17.0 !容器 費軽 12.7 87.3 10号
無 56守幸 4.7 21.0 16.3 i幸容 ま韓併 13.1 86.9 11∞ IItlt 56.2 4.7 21.1 16.6 !容器

ダイエフト宥祭
11霧有祭 者 警警 総計
有 14.5 85.5 1号号
費E 12.7 87.3 i忽B
総It 13.2 86.8 i∞ 
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表8-9:鯵断と締善悪殴〈無謀霊祭{ま脅IJ除した集計)

書尊重民事事費襲 榎痛有無
ま婁草野 事事 費署 車窓1+ 診断 唱写 書聖 総量+
1E常 29.9 70.1 1∞ 正常 2霊Z 70.8 100 
事震緩事終 25.8 74.2 1∞ 要観察 25.8 74“2 1∞ 
警警滋諸事 28.2 71.B 1∞ 要指導 30.5 69.5 100 
繁華尊検 25.7 74.3 100 要再検 32.5 67.5 100 
総書十 29.1 70苦 100 総1+ 29.4 70.6 100 

4警級事事費襲 出家有無
書参襲努 場事 費襲 事主計 診重野 事専 費襲 総量?
1正?韓 11.1 話器砲事 100 正常 81.0 1事.0 1専寺
事菱銀警察 13.4 86.6 100 要緩察 S告白書 i事2 1昏容
警護守護毒事 13.8 86.2 100 婆指導 81.8 18.2 100 
警察湾総 12.7 事7.3 1∞ 事tJ奪検 7事.7 23.3 i∞ 
総書f 11.8 88.2 100 総量? 事O.喜 1立2 100 

領乳有無 事曜夜道鹿獄事著書聖
鯵重野 有 線総量十 診断 事事 費襲 総量?
正常 74.3 25.2 100 定常 19.9 80.1 1∞ 
襲撃鱗繁 13.7 26.3 100 重要観察 17.4 書忠告 1語。
事E指導 71.3 21.6 100 要指導 18.9 81.1 100 
型軽再検 72.8 24.3 100 要再検 23.4 76.6 100 
総書+ 74.6 24.7 100 総計 19.8 80.2 1∞ 

学生時運動有無
t舎断 有 無 総計
正常 47.8 52.2 100 
婆観察 46.2 53.8 100 
纂指導 45.5 54.5 100 
要再検 47.8 52.2 100 
総百十 47.4 52.6 100 

飲酒額度
診断 欽まない !-21ii1 1-2[E霊 fi8 総計
正常 52.0 4.9 23.8 19.3 100 
菱銀著書 57.5 5.書 21.0 15.5 100 
重要指導 73事4 3.7 14.0 8.9 100 
要事事検 74.0 4.5 12.0 9.5 100 
総計 57.0 4.7 21.4 16.9 100 

喫煙歴
2会室長 喫型車 委主喫媛草i務喫燦 総1+
正常 12.9 82.1 5.0 1容器
婆観察 14.3 81.3 4.5 100 
要指導 13.3 80.8 、5.9 100 
要再検 17.0 77.7 5.3 100 
総計 13.3 81.草 5.1 1喜容

ダイエット事著書聖
言季節 事写 費襲 憲章ます
正常 13.3 86.7 100 
菱銀察 15.5 思4.5 100 
要指導 11.1 88.3 100 
要再検 11.8 88.2 100 
総計 13.2 86.8 1∞ 
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義8-10-.:1書田陣織lI!と溌絞め1駐車両様歓喜重複 車8-1ロ-b:1事断結果と10代の童絢摂取鰻獲

中華も 牛車L
鯵lfi 事事鑓 灘草山6軽自 割1叩2篠 著書ど績 .針 2童書時 聾岳遭3-6劉 週1-2滋 殆ど鱗 総量十
韮輩 42.4 25.1 17.9 14.6 g加 正常 45.2 羽4 17.0 14.4 7闇
11警豊明書 41.1 21.1 17.2 14.0 1∞ 要..  52.9 18.1 16.7 12.2 1関
IIf書導 56.9 17.4 12.8 12.8 1部 要権奪 46.0 26.7 15.4 12.0 '胡
1;事事検 器毒E 16.9 14.4 12.4 ?開

婁車章F針事績 46.3 21.2 15.8 16.1 3剖
総量十 45.8 23.2 16.9 14.1 1部 46.0 23.3 16.7 14.1 1関

襲綴喜幸 思I!轟
1事現時 袋詰遺書叩6Dヨ 墨マー2豊富 治ど費量 総量f 2書Ii 毎冨週13開-6!91 運1-2密 殆ど期医 事聖書f
3主意 13写 26.8 47.2 12.8 100 亙章 13.9 28.6 44.9 12.7 1瑞
線型星稜 9.5 28.5 50.2 1111 ヲ拐

要要望権E察導 14.0 28.1 43.0 14.9 1部
ヨl!語調事 17.3 30.1 36.5 15.5 2部 13.1 23.1 47.2 9車窓 2部
業事専横 22.6 24.6 35.2 11.6 100 要実績 18.1 22.1 組.2 14.6 1(泌
総量す 14.1 21.4 45.1 13.4 100 総量十 14.1 27.4 45.1 13.4 t鵠

聖母豊富 事毎夜
鯵費野 4堅商量13-6麹 轟1-21lil 残ど舞 車章It 聖書重野 聾富議3-6翠 議1-2D霊 9量ど費量 総量?
正常 1.3 52:4 35.4 4.9 1国 歪常 6.1 <!l主主 39.4 5.1 100 
事E霊E司書 4.5 54.3 38.5 2.1 1∞ 要鍍. 6.3 輔 g 主義2 u 1α。
1;線覇軍 5.3 30.3 51.1 12.8 ?由 要録毒 6.2 49.4 39.8 4.6 1部
!U奪検 6.4 主主7 53.0 6.9 ?由 要事事績 8.4 44.8 39.4 1.4 1部
車車針 6.7 46.1 39.2 6.0 S由 a針 6.1 胡.2 39:2 5.9 1部

小量 小量
除富野 4臨時簿3叩61ID .'-21ID 殆ど領 総針 診重野 4豊富 113-匂蕊 迎撃一窓際 9者ど費眠 車車針
:iE常 4.0 1111 41.0 37.2 100 正常 邑? 14.2 41.0 33.1 1部
事E観明障 3.2 9.5 47.5 39.8 100 要組察 5.0 12.1 特且 39.4 lC翼B
'陣織.. 11.7 21.6 43.6 23.2 1田 要". 6.0 11司 46.3 36.7 100 
'臨海検 12.9 19.3 43.1 24.8 1開 要再検 4.! 12.3 43.8 3U 100 
車車針 5.7 13.6 46.3 34.5 ?曲 総計 5.6 13.5 48.4 34.5 1加

県介煩 魚介型車
除断 梅田湯3-6固 .，-2回 殆ど傾 総計 診断 梅田灘3-暗郎 .， -2閤 明白ど簸 総計
:iE常 16日 55.7 28.1 2.1 100 正常 20.1 54.3 23.8 t6 1曲
11観明信 10.4 58.8 30.3 0.5 問。

聖11観指理a解， 
17.2 54.8 27.8 。5 1曲

1;摘iIJ 39.0 45.4 14.9 0.7 1叩 初 9 55.7 21.3 2.1 1叩
11拘械 29.1 52.5 16.8 1.0 1∞ 要，車検 20.2 51.2 21.1 1.5 1∞ 
純計 19.9 54.2 24.2 1.1 1加 純計 20.0 54.3 2.3.9 1.7 100 

t書断 銀賞11色E野Z温E3"・6国 緯lIt色E手続
且1-2問 殆ど鯖 総計 防断 線闘 3・3叩6悶 .，叩2筒 殆ど鯨 純計

在常 57.3 35.9 6.5 0.4 1∞ 正常 61.1 32.9 5.6 0.4 1叩
11観察 53.8 39.8 5.9 0.5 100 11観照 59.7 35.7 4.5 0.0 100 
婁.指再轟検

75.7 21.1 乱。 0.2 1∞ 111首相事 制.5 32.1 6.2 且2 100 
6911 26.2 4.0 0.0 100 獲得検 器，7.1 34.0 7.9 1.0 1曲

総計 60.5 33.4 5.7 0.4 100 事韓併 60.8 33.0 5.B 自4 1凹

イ〉λルト童晶
イ診〉断1知事:t&も 線悶着目3-6閤鯵E耳 毎冨量13-6国 重1-2鶴 発ど費量 自韓併 11'ωE悶 F室ど書官 総計

定常 0.9 6.5 44.0 48.6 1加 車常 1.1 5.9 4t.6 51.4 1田
要銀事 0.5 6.8 47.1 45.7 1部 穫量量調書 0，5 3.2 39.4 57.0 1田
実惨事事 1.6 3.0 24.9 10.3 1∞ .，軍. 1.1 u 36零 57マ7 1曲
饗事聖書量 2.0 1.5 27.1 容書3 100 君臨再検 1.0 6.9 35.5 56.7 100 
事章It 1.1 5.1 40.4 52.9 1冊 flllt 1.1 5.6 40.3 53.1 1田

F量産量轟
鯵冷薫R軽室長長診療 聾 岳 遭3-6箆 重1-2D華 発ど費量 総書f 事臨時遺書叫袋綴 議1-21!l 聖書ど鍍 車霊祭

重意 0.4 8.2 44.6 46弓? 100 違憲 0.4 8.3 41.1 4ヨ3 1国
事E銭察 0.5 亘書 45.2 48.0 1部 獲量霊祭 0.9 4.1 39.8 55.2 1出
要}量S車 0.2 6.9 30.8 62.1 10告 務総集 事立 8.7 42.4 liO.7 11望。
饗奏車産 告5 5.0 34.0 結韮 1鵠 獲得議 意書 7.4 41.!1 50.2 Fα。
ま監禁 0.4 1.1 41.9 華0.0 3部 事草炭 書4 ?、7 41.6 50.3 100 
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雲監か11旬骨型信liと諸事監悶{青空PiliJ:.下10%での集計)

病気有無 腰痛有無
密度評郷 有 費襲 総計 官製波野媛 有 費瞬 総計
若草 20.1 7苦S 100 3首 26.8 73.2 100 
中 2喜.3 73.7 100 I:t 28.2 71.8 100 
{底 59.6 40.4 10合 低 41.4 58.6 1∞ 
暴露ま十 29.1 70.註 1∞ 総量十 29.4 70.6 100 

骨折有無 出遅量有無
君臨度E平鍋 有 費量 総計 君臨度評奇襲 事事 事院 事態ます
富 皐g 91.1 100 3高 81.7 18.3 100 
中 11.3 88.7 100 I:t 79.7 20.3 100 
ift 18.4 81.6 100 {髭 88.5 11.5 100 
総計 11.8 語意.2 100 総計 80.8 19.2 100 

授乳有無
密度評価 有 費量 総計
軍E 76.6 23.4 100 
中 74.1 25.9 10告
i診 82.6 17.4 1∞ 
総書す 75.1 24.9 100 

学主主時有無 現在還致事官費量
密度E率緩 事官 書襲 総計 里震li鰐鑓 事専 無 事事量f
3民 57.2 42.8 100 R高 19.6 80.4 1母語
I:t 49.3 50闘7 100 中 19.2 80.8 100 
低 22.2 77自 100 事E 24.3 75.7 100 
総百十 47.4 52.自 1∞ 総量十 19.8 80.2 100 

喫媛霊童
密度E李総 有 費襲 総書十
3毎 18.1 81.9 100 
まや 14.6 85.4 100 
il!: 6.3 93.7 10合
意志富十 14.1 話5.事 1∞ 

飲酒頻度
密積tI手鑑欽まない 毎日 巡数窃 月数悶 総計
3員 58.9 4。告 22.4 13.8 1寺舎
I:t 55.9 4.9 21.7 17.6 100 
{琢 63.6 3.6 18.4 14.4 100 
総計 57.0 4.7 21.4 16.9 100 

ダイニEット有無
密度書事告霊 有 費量 総計
~ 12.9 87.1 100 
広ド 13.9 86.1 100 
{慮 7.4 92.6 1容器
総計 13.2 86.8 1告。
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着陸8-31:30ft対象者の鶴項鐙の有無とf骨密度

病気有線 音問歎 平均 S. D 
有 232 2.7711 0.214 
書聖 1091 2.763 0.215 

緩繍有無
有 324 2.771 0.213 
無 1008 2.7113 0.217 

..続有無

帯写 137 2.734 0.215 (1'<0. 10) 
無 120幸 2.7118 0.21d 

出産華著書襲
事警 1184 2.772 0.210 (1'<0. 05) 
費襲 1611 2.720 0.2411 

援総事事書腰
有 1138 2.771 0.210 (t<O. 05) 
書書 213 2.731 0.236 

務省EヨE動有鍛
事g 2110 2.7器。 。.22事
豊襲 1091 2.7112 0.213 

学生運動有終

唱事 794 2.7軍事 0.216 
書襲 553 2.7毒事 0.218 

喫担壁際
喫煙 192 2.788 0.202 

il'喫煙 1082 2.759 0.217 
以前喫燦 97 2.78事 0.222 

欽湾事事型軽
有 702 2.778 0.221 
書量 事34 2.752 0.211 

ダイエット有無
華客 190 2.7d5 0.220 
重要 1148 2.7鈴 0.215 
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畿8-32:30代対象者の食品祭殿.皮と骨密度

5現代での横取量 十代での摂取量

例数 平均 S. 0 例数 平均 S. 0 
牛車L .8 593 2.7li7 0.223 5911 2.71!3 0.217 

灘3-6 360 2.767 0.204 497 2.757 0.209 
議1叩 2 242 2.778 0.210 147 2.794 0.236 
9事ど実襲し 167 2.772 設219 109 2.777 0.210 

事L製品 4事8 13喜 2.775 0.1華7 204 2.7意書 0.217 
灘3-6 379 2.7豊富 0.223 418 2.779 急216
濁1即 2 豊島4 2.7110 0.215 535 2.75事 0.218 
殆ど書襲し 147 2.770 0.214 192 2.7鈎 怠207

肉類 .倒 88 2.795 0.224 269 2.798 0.230 
濁a町 6 7611 2.777 0.214 目" 2.768 0.210 
ilIl叩 2 447 2.743 0.213 .324 2.749 0.214 
型車I!織し 51 2.737 0.228 89 2. 73事 色205

IJ¥象 4事録 33 2.743 0.20豊 101 2.710 0.231 
選3-6 13書 2.7事ヰ 告'.235 210 2.7111 思222
灘1-2 659 2.71!3 号'.212 472 ま772 立212
警告ど鍍し 520 2.7115 容'.215 霊童2 2.759 0.214 

魚介嫁 毎8 143 2.753 0.221 258 2.762 0.222 
1I3叫喧 811 2.7114 0.213 774 2.7114 0.213 
湖1日 2 378 2.774 0.218 293 2.7119 0.215 
殆ど郵躍し 19 2.1197 0.225 24 2.898 0.1目7

緑Jte重Jt高 .8 701 2.766 色216 872 2.782 0.213 
滋3叫6 545 2.762 0.217 37事 2.772 。223
選1時 2 102 2.770 0.203 毒事 2.755 0.208 
型選ど無し ヰ 2.善悪事 註領事 書 2.9告書 0.162 

イン対外食品 .8 7 2.7毒事 長15書 2号 2.794 告.21毒
選3-自 112 2.792 立191 330 2.787 0.20幸
ilIl-2 693 2.775 0.212 487 ま嗣767 也216
殆I!無し 538 2.7411 0.225 511 2.748 0.216 

冷凍食品 .自 2 2J65 0.205 4 2.865 0.212 
選3-6 125 2.793 0.195 205 2.779 0.217 
ilIl・-2 643 2.769 0.214 479 2.774 0.214 
始ど無し 580 2.755 0.220 事総 2.754 0.216 

表8冊 33:30tモ対象者(1)1書鮫豪華祭と努聖書II

It斯 例数 ..士事 S. D 

正常 1127 2.826 0.1119 
襲観察 161 2.495 0.040 
要指2・47 2.357 O.閃2
要再検 17 2.422 0.510 
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裏目叩34山.:30ft対章者の11自慢と現在(1)食事 1理由民34-b:30代封章者の媛擦と1喜代の宣車

中華i 中fI.
11繍宥無 喜善皇 道3-61m 週i司 21m 鰭ど鰻 ISJt 腹痛者調E 聾詰 13・61m ilH衛 総ど簸 絡まf
有 43.8 24.4 16.2 13.6 1∞ 書 38.0 3書.1 14.2 11.1 1∞ 
調E 43.0 21.3 17.8 12.0 1∞ 銀 46.0 31.1 9.9 1.1 1自由
総針 43.2 26.6 17.9 12.4 100 総計 44.0 31.0 1息苦 8.1 1民草

紙製品 車L制品
11脅肩書鎖 lia 13-6題迎HIlil 掻ど費量 総計 震調島有様 聾謡選3苦闘濃1-2盟 議ど禁 IU 
者 9.0 29.0 53.1 8.3 100 有 13.6 30.9 41.1 13同9 11器
情 10.1 21.5 出0.0 11.5 1由自 無 15.3 31.1 39.4 14.1 100 
総計 10.2 2悲喜 50.6 1重量 1∞ 総Jt 14.9 31.1 40.0 14.1 1閃

f聖書襲 官需1襲
111障害事E 毎日灘3-o窓 11-2繍 殆ど奇襲 総Jt 腹自信者集 聾聞週3-61lil ill・2菌効ど無 総計
者 6.5 51.1 32.1 3.1 1血] 者 18.5 50.3 24.1 6.5 1∞ 
事監 6.5 56.6 32.9 3.9 100 領 20.6 49白E 23.6 6.3 100 
総Jt 事5 56.9 32.9 3.1 i∞ 総計 20.1 49.1 23.9 6.3 1剖S

'J'挽 IJ喰
標識有無 祭器灘3-6国選1-2惑絡ど機 ま1ft 畿自臨有犠 義母遭3-6隠遁1・2fiil 瀦ど無 総長
有 3.1 8.3 48.1 40.1 100 有 6.2 16.2 36.1 41.4 100 
自慢 2.3 1阜? 48.6 3事2 1∞ 費量 1.5 15.4 符2 41.き 1∞ 
ま軍Jt 2.5 1司1 48.5 38.1 1∞ 韓計 1.2 15.6 35.4 41.8 1出S

量子「型E 議介類
腹自量有線 毎日選岳-61lil湖1-2回 数ど無 総計 11語障害無 聾ail3-6筒週1-2閲殆ど続 総計
宥 亘書 59.0 2量E 1.5 100 者 1豊5 60.5 1雪j 1.9 100 
無 10.8 60.8 27.1 1.3 11描 鱗 19.1 56.9 22.2 1.8 100 
総計 10.6 60.3 27.1 1.4 1∞ 総量t 19.0 57.6 21.4 1.8 100 

練賞色豊1M
腹自量有線量R賞金E毎f=日 湖3-6恩 ill-21m 殆1:11裡痛有費量 聾器週3-6邸 il1-2盤 強ど傭 ftlt 緯昔十

事 閃4 3童書 自5 0.3 100 事官 m 2事4 5.3 立事 100 
調E 51.6 40.4 1.1 註3 100 費E 64.2 28.5 6.6 立7 100 
総計 52.0 40.2 7.4 0.3 1棋喜 総計 65.1 28.0 6.3 0.7 100 

イjÀ~)ト食品 4鰍)À~)ト量i
護費量帯無 11担遭3-6191週HlID 殆ど舞 I針 腰痛有 毎密議トE聞週1ω2極発ど書官 総計
有 号車 8.6 52五 38.0 1酷g 有 2.2 23号車 40.6 33.4 100 
集 0.5 6.3 5立書 40.1 1∞ • 1.3 24.7 34.9 3ま1 1ω 
総計 0.5 量3 51.1 40.0 100 IIt 1.5 24.5 36.3 31.7 1∞ 

F告2重量品 F駐車賞品
腹自華客集 4事間違3-61m週1-2図 殆ど集 鍵計 11集者11 毎日議3-華麗議1吃関 手権ど祭 総計
者 0.3 1な2 50.3 3ま2 1自由 者 0.3 14.2 34.1 51.4 100 
無 0.1 9.1 4量!喜 44.2 i喜善 繍 立3 15.5 35.8 48.4 100 
純計 主2 9.4 47.5 43.0 100 総It 現3 15.2 35.4 49.1 100 
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18即 35-a:30IU:tt.者の膏訴と漢裳o>t事(無担聾iま機録した集計)IS-35-b:30代対象10>1荻と10代の食事

牛乳 キ混
警訴有無 4毒自 13-6密測1-2191 発ど無 総計 骨術者無 lBlト6121遇1-2121 殆ど無 務It
者 45，3 27J 12，4 14，6 1番号 者 46，7 32.8 14，6 5，8 100 
集 42.8 26.6 18，5 12.1 100 書E 43，7 37，2 10，5 8.4 100 
総It 43，0 26，7 17.& 12，3 100 総計 44.1 35.8 10，& 8，1 1∞ 

'L製品 'LI轟
骨折有無 祭器遷3-6箇 11-2密 殆ど書官 総計 骨折有無 fi詰週3-6包 11-2関殆ど. 総針
有 12.4 28，5 47，4 10町9 10号 奪 18，2 21.1 38，0 16.1 100 
無 i乱。 28.0 51.0 10.8 1∞ 喜重 14.8 31.3 39，8 14.0 100 
総It 10.2 28.0 50，6 10白書 100 総齢 15.2 31.0 担，6 14.2 100 

肉類 湾媛
骨折有鰻 4暴言遷3-6悶灘1-2191 殆ど機 義雄f 骨術者集 鎌田週3-6患遺1々悶殆ど祭 総計
有 7.3 56.2 31.4 5.1 i∞ 書 18.2 52事 23.4 5.8 100 
鍛 告4 58.7 33.4 3.6 100 • 20.1 49.2 24.1 語、書 100 
総It 6.5 5著書 33，2 ま7 100 縦十 20.0 49.5 24.1 6.5 1号号

11'桑 11嚇
骨折有黛 .自 適3同日関 11側 2reJ 殆ど熊 I!It 骨自奇書舞 .目週3-6鐙 11-2悶殆e. 総計
有 3.6 12.4 44.5 38.7 1∞ 者 10.2 16.1 31.4 42.3 100 
言襲 2.3 9.8 49.2 38.4 100 集 7.2 15.6 35事 41.6 100 
総計 2，4 10.1 48.7 38，5 100 11十 7.5 15.7 3呈2 41.7 i車E

象11-類 議合鋼
骨折有者襲 毎日週3-6閥 11-2密殆ど幾 縦十 膏訴者無 毎日 13-華密 11-2閤 殆ど祭 総It
有 16，8 き号4 31.4 1.5 100 者 22.6 56.2 19.0 a 100 • 9.9 事1.2 27.5 1.3 100 集 iま7 57.6 22.0 1.7 !号号
総計 10.6 書0.0 2患S 1.4 100 純計 19.1 57，5 21.7 1.7 1号奇

線.豊野菜 録集色野族
骨折者集 fi日遅3-6reJ11・2回殆ど無 総計 警告守有無 .自選3-6reJ遡1-2沼殆ど無 総It
有 51.8 38.7 8.8 立? 100 者 64.4 23.7 lG.4 1.5 100 
無 52.0 40.4 7，3 0.2 100 続 喜5.3 28，3 5.8 0.6 1号5
総It 52.0 40.3 7.4 0.3 100 蹴十 65.2 27，8 6.3 0.1 100 

イ〉え予〉ト童品 インÀ~外食品
警務事幾 毎日週3-6reJ進H回殆ど祭 縦十 警務有無 祭器遷3-6聞週1-2関猪ど. 総It
者 日7 7.3 43，8 48.2 100 事 立7 25.7 3電量 36目8 10号
告書 立5 8.3 52.4 38.9 100 揮官 1.D 24.3 36.1 38.1 i鈎
総It 書，5 8.2 51.5 39.8 i寺号 総It 1.5 24.4 36，1 37.喜 i∞ 

?者草食品 冷痩食品
警i若者無 毎E 遇3-6綴湖HI!il ;{jど無 IIt 警析有無 袋詰還3・8関 .1そ箆 殆ど無 1ft 
者 0，0 8.0 47.4 44.5 100 有 0.7 14.7 3事S 47.8 i語g• 金2 9.5 47.事 42日 i号5 • 0.2 15.3 35.3 49，1 1∞ 
総It 金1 9.3 47、8 ね1 100 総It 0.3 15.3 35.5 4きS 100 
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車8-36:30代対象者のf喜楽と鰯裏箆{鍛阻害iま鱗捺した華It) 裏目ω37:30ft対象警の脅析と麓蔓鼠

骨折者祭 街童有蟻
緩察有無 有 続 事n↑ 膏祈有祭 有 聾 総計

者 12..'1 87.7 100 宥 85.3 14.7 1∞ 
無 9.3 書邑7 i∞ 無 m 12.1 10書

総n 10.0 自0.0 100 総Jt 87.6 12.4 1仰

制緩者舞
摂乳奪祭隈窺有無 有 無 総It

者 89.2 1也事 10号 骨襲書類 有 無 総計
無 87.1 12幸 1∞ 事 83A 16.1 !号号

総計 87.6 12.4 100 知 8U 15.8 100 

波乱者祭
総It 84.1 15.9 1日B

察機有無 者 無 総計 混在運動害額
者 86.4 13.8 1告書 警務有無 者 離 総監無 喜:u IQ，4 100 有 23.4 7告S 10昔事告u 84.3 15.7 100 

離 18.1 書1.3 100 
現在運動有無 総!t 19.2 80.8 10号

Z霊祭有無 者 無 総It
学生時速懸有慎者 11.6 82.1 i雲母

無 19.8 80.2 1叩 警祈省銀 者 無 縦十
車華街 19.3 80.8 100 有 71.5 怨5 100 

祭 573 42.7 10き
学生言者遺働者祭 総It 58.8 41.2 100 E襲f革有鍛 有 書聖 総It

者 告患5 36.5 100 
喫煙護無 57.8 42.4 10日

骨棋聖襲 痩謹 4隊簿 接請喫復 総11総計 59.0 41.0 1ω 
者 13.1 75.9 10~ 1幸喜

喫幾I 無 14.4 78.9 告.7 100 
殺補者穣 喫燈 非喫爆以前!lI~軍総st 総告 14.3 78.6 7.1 1棋}

有 17.3 75.2 M 100 
領 13.0 80.0 7.0 100 紋窓務費

員意針 14.0 78.事 7.1 100 善努脊傾 欽まない 毎日選1-2悶 丹1-2鎚 総rt
数j護鱗置 者 41.1 5~ 28.1 1M 1∞ 

緩捕者幾飲ま註い華日 1-2閲 月1ω霊感総計
離 41.5 5.9 21.1 19.2 1∞ 

者 38.8 主3 31.5 23.3 100 総ft 47.4 5.9 21.6 i苦.1 i告書
無 50.5 5.8 26.4 17.3 10自

ヲイエット害額統計 47.6 5.喜 27.7 18き 1草寺
膏折有熊 者 薫 態lt

ずイヱツト書幾 有 11.2 82.8 100 
5重構有毒警 者 奇襲 鯵It 襲 13.8 80.2 100 有 10.8 83.4 1加 総計 14.1 85.9 1∞ 無 13.6 80.4 10告
統計 14.3 85.7 i号奇
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重量8-38:30it対象者(1):参跨結果と誇要恋

書籍気事著書襲 霊霊祭有無
診望者 事事 費量 総量す E参襲持 手事 無 事事者す
正常 17.7 君主3 100 lE事常 25.1 74.9 10告
重要銀軍需 16.3 83.8 1∞ 獲級事実 19.3 S日.7 1(耳目
重要総理事 18.6 81.4 1日日 要H智調車 19.6 8日.4 100 
要再検 17.6 82..4 1∞ 獲得総 35.3 64.7 100 
総計 17.5 82..5 100 総量十 24.3 75.7 100 

骨折有無 出康有無
診断 事事 無 総計 診断 有 無 総書十
正常 9.8 90.2 100 lE常 89.2 10.8 100 
要観察 12.4 皐7.6 1∞ 型軽鍛聖書 皐4.3 15.7 1倒B
要指導 12.8 87.2. 100 型軽微減 76.6 2.3.4 1∞ 
要再検 5.9 94.1 11∞ 事E事李総 52..9 47.1 10号
総量十 10.2. 89.8 100 総書十 皐7.7 12..3 10吾

主要事L準著書量 王建設費E義主導著書襲
言書警告 挙事 実要 事主計 ま参驚誇 場寄 費署 総書十
正常 事急事 14.1 100 笠宮食 19.0 81.0 100 
要観察 77‘事 主主.4 100 要綴望書 1轟.車 81.4 100 
要指導 76.8 23.4 100 事堅猪車庫 23.4 7色豊 100 
要再事量 52.事 47.1 100 w再者世 2.9.4 70.6 100 
総書十 84.2. 15.8 100 総普十 19.2 皐0.8 100 

学生時運動有罪署
診断 有 書量 総計
正常 58.9 41.1 100 
要観察 57.8 42.2 100 
要指導 66.0 34‘。 100 
要事車検 52.9 47.1 100 
総書十 68.事 41.1 100 

理聖書E霊
診断 漢書聖 若手理陸型軽 以総理壁費量 憲章童十
2王手骨 15.1 77.6 7.3 100 
要E級事実 11.皐 事1.4 弘容 100 
型車き言語草 4.3 事事.4 事.4 100 
遺産再検 5.霊 事皐.2. 5.事 100 
事事堂十 14.2 78.6 7.2 100 

飲酒鎮度
診断 飲まない 毎関量豊1叩 2閥 月1-2困 総計
lE常 45.7 5.8 28.6 19.9 100 
要観繋 61.8 5.1 20.4 12.7 100 
製指導 44.7 6.4 27.7 21.3 100 
?O;湾検 37.5 12.5 25.0 25.0 100 
総量十 47.5 5.8 27.5 19.2 1倒。

ダイエット有無
ま参襲苦 草言 書提 憲章まf
lE常 14.0 畠在自 1告容
重要量産聖書 12.7 87.3 1容器
軍基綴電車 23.幸 76.1 100 
獲得後 17.6 皐2.4 100 
憲章針 14.2 85.8 100 
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嚢8ω39-8:3むIt対意饗持診割高事事薫と混在密室型軽摂取集重 議8-39ωb鵠代章者雄事母診飯事事畢と10ft骨量専務察軍空機車

牛車L 牛撃し
診型肝 集f草3-車整器 1-霊童話 殆ど無し 総計

判E主定事官
事態臼 3-6s華 1-2密 除ど無し 総ます

正常 42.1 21.4 1皐2 12.2 100 43.1 38.8 11.5 8.0 1開
事聖書襲被 4事4 21.1 18.1 14.3 100 

'E要総EE敏指梅書十明導線書

48.0 31.3 8.2 10.8 100 
要指導 44，7 27.7 11.0 10.6 100 51.1 3事3 8.4 4.3 1∞ 
聖書再検 52.9 23句5 11.6 5.9 100 41.2 29.4 29.4 日E 100 
韓首十 43，1 2d.6 11.9 12.4 100 44.2 38.8 10.9 8.1 100 

机製品 事し銀総
鯵断 告盤悶 3叩@閲 1-2悶 殆ど無し 総百十 判l!! 事臨悶 3-6厨 1-2回 殆ど無し 総計
E常 10.8 27.8 50.6 11.2 100 :iE常 15.3 31.4 38.9 14.4 100 
要観明書 9.3 29.2 50.9 10.6 100 要敏明書 13.0 28.8 42.9 15.5 100 
要 指 . 4.3 31.0 52.2 6.5 100 .権奪 1乱1 31.9 42，6 6.4 100 
要再検 11.8 29，4 52.9 5.9 100 興事車検 11.8 23.5 52.9 11.8 100 
総計 10.2 26.1 50.1 10.9 100 総量十 15.1 31.0 39.7 14.2 100 

困層簸 世尊重重
Z害額 毎 8 3-6~華 1-2翻 数ど書聖し 事草野 専唱3主 事畢83-器豊富 1ーま霊童 殆ど無し ま草委十
亙事骨 8.7 草7.多 31.4 4.0 100 変型軽 霊号車 吾容3 23;号 弘容 HヨE
要援事揮 5.0 総書 42，9 1.9 100 要望霊祭 19.8 46昏 3古4 5.0 100 
要事量調車 4.3 53，2 40，4 2.1 100 要緩司事 19.1 44.7 31.9 4.3 100 
要再検 11.8 47，1 29.4 11零 10告 要湾豊島 29.4 47，1 11.8 11.8 100 
総計 8，5 56.7 33，1 3.8 100 総計 19.9 49.5 24，0 6.5 100 

1)¥魚 1)¥魚
鯵費旨 事匹隠 3-6閤 1-2翻 殆ど無し 総計 特定 毎回 3-唖mJ 1-2倒 殆ど婚し 総針
正常 2，4 9.8 48.5 39.3 100 正常 7.7 1旦3 35.1 42.0 100 
要鍍察 3.1 12.4 49.1 35.4 100 要観需 8.2 16.1 31.3 40.4 100 
要指導 0，0 10.8 59.6 29.8 100 要指導 8.5 23.4 29.8 38.3 100 
要再検 5.9 5.9 41.2 47.1 100 要再検 5.9 11.8 29.4 52.9 100 
純計 2.4 10.1 48.9 38.8 100 総針 7.5 15.8 35.1 41.8 100 

魚介頼 魚介重要
診断 事~8 l-6mJ 1-2~書 総I!量購し 総計 専唱定 4盤祭主-6~華 1叫窓際 事量I!祭し 総量十
定常 10.1 59.8 28.8 1.5 を語。 亙常 18.3 58.告 21.8 2.0 1号車
要銀事贋 14.9 80.2 24.8 0，0 1∞ 要望E察 23.0 52.2 24.2 号、容 100 
要指導 8.5 88.1 21.3 2.1 村措 要指導 27、7 57，4 14多 0.0 1号号
要事専検 5.9 52.9 35，3 革、容 3号車 要毒事量 11.8 き4.1 23，5 0.0 100 
撃事録 10.8 80母 28.0 1.4 10告 総量十 19.1 57.4 21.7 1.6 1容器

録紫色野菜 撮黄色野業
君主衛 毎83-6図 1-2劉 総ど織し 毒事E十 特定 毎83山岳陸 1-2軍司 絡ど無し 総計
豆事官 51.6 40.1 1.9 0.4 100 正常 65.1 27.7 6.4 0.8 100 
型車恨事 52.8 42.2 5.0 。。 100 ..繋 64.0 29.8 7.5 。。 1∞ 療機導 57.4 34司日 8.5 0.0 100 要指導 63.0 34.8 2.2 0.0 100 
型軽再検 41.2 52.9 5.9 0.0 100 要再検 70.8 23.5 5.9 0.0 100 
総計 51.8 40.3 7.5 0.3 100 統計 65.0 28.0 8.3 。ω7 100 

インλ世ント食品 4シλ事〉ト食品
E書官肝 毎日 3-6困 1-2間 R島ど燃し 純計 幣定 毎83-6陸 1-2翻 総ど織し 総量十
:iE常 0.5 g日 52.4 38.1 100 :iE憶 1.8 25.8 38.2 38.7 100 
寮級事再 日告 自2 46.0 47.8 100 .観望書 0.6 21.1 38.6 41.6 100 
型車線導 2.1 2.1 48.9 4豊島 1自自 要指導 2.1 10.6 38.3 48.事 100 
.事専宅提 。.0 0，0 41.2 58.8 100 繁事車検 骨量 ま3.5 23.5 52.9 10容
総量十 1.6 1.6 46.9 草書窃 1告書 総量十 1.5 24.5 38.1 37.幸 100 

冷;，t食& F聖護金桑
ま参聖時 害事83-6窓 1-2~霊 治ど無し 事量2十 事堂主主 .83-6密 1四 2!El 稔ど型軽し 事草野
1霊祭 0，1 9事 48.4 41怠 100 Z王宮控 立.4 18.1 38.2 47.4 100 
型軽量豊穣 号e 7.5 44，1 47，8 10母 要望量繋 0.0 8.1 32.3 59.8 100 
漢字盤調事 号g 1号、g 36，2 53.2 100 型車絡調車 0，君 14.9 29，8 55.3 100 
型車事車検 阜、司 0，0 58.8 41.2 100 .事与績 O.告 23，5 41.2 35.3 100 
事章者十 0.1 9.3 47，6 43.0 100 総百十 0.3 15.2 35.5 49.0 100 
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表8-40:30代対象者0:>1毒密度とき警要お{溝型銀波よ下10%での集計〉

費毒気事事費軽 寝費躍有無
密度評価 事専 費軽 総書十 密度評価 事g 無 総計
唱開自r' 17.4 82.自 100 議 23.0 77.0 100 
中 18.0 82.0 100 中 25.3 74.7 100 
{{t 13.8 86.2 100 低 17.9 82.1 100 
総書十 17.5 82.5 100 総計 24.3 75.7 100 

骨折有無 出産有無
!H霊祭儀 事事 舞量 総量十 害密度重事録 事官 型軽 業主計
喜怒 巷.7 書3.3 100 iIi 88.1 11.9 100 
むや 10.4 89.6 100 まド 88.書 11.1 100 
1琢 11.君 88.1 100 i琢 77.4 22.6 100 
総書十 10.2 容9.8 100 総書十 87.7 12.3 100 

授乳有無 現夜運動有無
君臨皮際価 有 興隆 総計 官態度解{斑 事E 書軽 総量十
高富 85.0 15.0 1∞ 自路 20.0 80.0 100 
定ド 85.4 14.6 i∞ ゆ 19.1 80.語 10号
4畿 74.1 25.書 100 事ま 19.3 事0.7 10告
憲章きす 宰4.2 15.8 100 総量十 19.2 80.8 100 

会排気持漣動有無
君臨IJ:苦手舗 有 書襲 総書十
禽 57.8 42.2 100 
ゆ 59.1 40.9 100 
j{t 58.5 41.5 100 
総書十 58.9 41.1 100 

型建媛震
慾波書李総 喫窪 要事喫襲撃以善幸喫燈 事主計
3議 17.0 73.3 9.6 100 
家ド 14.6 78布告 6.8 100 
{蕊 8.1 83.7 8.1 100 
総百十 14.2 78.6 7.2 100 

飲酒綴度
密度Z平織 華事 書襲 総書+
iIi 54.9 45‘1 100 
C争 52.8 47.2 100 
{延 48.1 51.9 1告む
総計 52.5 47.5 100 

ダイエツト有無
密度E平価 有 無 総書十
高 9.6 90.4 100 
中 14.7 85.3 100 
{露 15.0 85.0 100 
総量十 14.2 85.8 10告
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祭器-41一 線:30ft対象者の脅密度と現在0)食事 祭器-41-b:初代対象者の膏密度と金容
{膏君主1I..l下10%での集計} 10伐の食事

キ事L 牛車主
務自主義華僑 善悪包 遣会書留 遺ト2題手書ど祭 事毒事十 密度経!i 餐B 選会書留 選1・2箆警告ど祭 憲章ます
羽車 50.4 21.5 15.6 12.事 100 iI 毒亘書 2書S 14.8 亘書 1容器
察幹 41.6 27.6 18.9 11.9 100 Zド 43.8 37.7 10.5 8.0 100 
{庇 48.1 23.7 12.6 15.6 100 告E 45.2 37.0 10.4 7.4 1話器
総自十 43.1 26.6 17.9 12.4 100 総計 44.2 36.8 10.9 事.1 100 

乳製品 乳製品
l!1I評価 毎日週3-6回週1-2凶殆ど無 総計 型~1Í1平価 毎日週ト自国灘1-2殴殆ど熊 総計
百首 8.1 29.6 48.1 14.1 100 E町 15.6 37.0 34.1 13.3 1ω 
中 1自.8 27.8 51.1 10.4 100 中 14.9 30.9 39.9 14.4 100 
4正 自主 29.1 50.7 11.9 100 低 16.3 25.9 43.7 14.1 100 
意書針 10.2 28.1 50.7 10.9 100 総計 15.1 31.0 39.7 14.2 100 

肉類 輿類
密度務総 毎日遷3-6回選1-21alj事ど祭 総量十 型軽III事{富 毎日週3-6殴 遜1-2関著書eMt 事韓併
'Ii 1.4 事2.2 2事.1 3.7 100 裏 25.幸 48.9 20.脅 5.2 100 
Z争 s書 57.0 32.6 3.8 10容 Z争 19.3 50.0 24.1 事.6 100 
義主 5.2 毛主1 43.0 3.1 1奇書 善玉 19.3 45.書 27.4 1.4 100 
絡ま十 6.5 5書.1 33.1 3.章 1意書 童書ます 19.9 毛主事 24.0 書五 1昏告

小魚 Jjも魚
皆目壁際繍 毎司選3刑事箆遇1-2殴捻e童書 総It 型軽度評!冨 毎沼 遜3-60華 道1鞠童話選数ど奇襲 総計
iI 0.1 16.3 45.9 37.0 10容 iI 8.9 15.6 3書3 36.3 1告書
中 2.5 8.1 49.9 38.9 10唖 中 7.3 1呈1 3丘2 42.5 10昏
il¥: 3.7 14.8 43.7 37.8 1仰 低 事.1 20.0 30.4 41.5 100 
総針 2.4 10.1 48.9 38.8 100 総計 7.5 15.8 35.1 41.8 100 

魚介類 魚介蟻
密度静価 毎日週3-6聞週ト2閲給ど無 総計 密度評価 毎日遡3-0閲 灘1-2悶殆e無 総計
iI 11.1 54.8 33.3 0.7 100 高 17.0 55.0 23.0 4.4 100 
中 10.2 意0.8 27.6 1.5 100 中 18.5 58.2 21.7 1.6 100 
低 13.3 5事.3 25.9 1.5 100 低 25.9 52.6 20.7 0.7 100 
総量十 10.6 事0.0 28.0 1.4 10自 総計 1車1 57.4 21.7 1.8 100 

緑黄色野祭 録集色野菜
型I'Jlli李鍾 事事B i113-61al 着陸 1-2~室事選ë祭 事草野 密度解i滋 事事毘 濃3-61l華 道車ト21al聖書ど無 総計
iIi 50.4 4号車 a事 0.7 100 • 58包5 32;事 7.4 1.5 100 
キ 52.0 4吾.2 7.5 0.3 100 中 事5.9 ま7.2 事ま 0.7 100 
fほ 51.9 41.5 書.7 0.0 100 事E 書4.2 主主事 6.0 0.0 10号
華客室十 51.量 40.3 7.5 0.3 10君 事事Z十 意志君 草書s 事Z 0.7 100 

イン対外食品 イン主事ント食&
密度評価 f事健司13-6~自灘1サ限撤ë無 総計 密度評価 事事翁 灘3刑事殴遁1-2窓殆ど無 事主計
高 0.0 8.9 54.1 37.0 100 高 3.司 31.1 37.0 28.9 100 
中 0.6 8.8 51.9 39.3 100 中 1.4 24.自 36.0 38.0 10自
低 0.7 3.7 47.0 49.3 100 低 0.7 17.0 38.3 45.9 100 
総計 0.5 8.3 51.6 40.1 100 総計 1.5 24.5 38.1 37.9 100 

J令;車食品 冷凍食品
密度評偏 毎筏灘ト晴朗滋1-2閤殆ど無 総E十 l!!I1軍備 4車問灘ト自問週1・2回殆ど無 総計
iI 0.0 8.9 49.6 41.5 100 R高 0.7 19.3 33.3 46.7 100 
Z争 位2 邑7 48.0 42.1 100 

'*' 
0.3 15.1 36.5 48.1 1∞ 

{ま 0.0 5随意 43.0 51.1 100 協 0.0 11.9 29.6 58.5 10自
総計 0.1 書.3 47.事 43.0 100 事悲喜十 0.3 15.2 35.5 4苦.0 10脅
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表8-61:60緩以上対象者の緒寝尽の有無と、 4署警密度

告理数 平士毎獲司t~露連豊
議尊重員有無 .. 308 2.21喜 金287

警警 180 2.229 な257

1ft数 平均標準傷量産
線機華害罪襲 事g 206 2.187 0.277 (p<O. 05) 

実襲 2番号 2.241 0.271 

iJiJ数 平均標準備量産
き守新潟妻襲 帯写 75 2.116 0.256 (p<O. 01) 

要襲 418 2.239 0.275 

例数 平均標司直偏差
出遅量有熊 事専 454 2.220 0.276 

書襲 3事 2.224 0.254 

例数 平均機織偏差
授手し有熊 帯革 410 2.213 0.277 

時事 75 2.253 0.259 

例数 平均機犠偏量豊
現在運動有無 事g 410 2.213 0.277 

書襲 75 2.253 0.25事

磐1護主 王手主聖書軍司臨偏重重
学生時運動有無有 131 2.220 0.279 

要書 361 2.221 0.274 

哲時数 王手ま母 様車座9尊重量
喫媛皇室 喫襲撃 101 2.227 0.297 

華字喫費量 3書3 2.219 0.2告書
以前尊重型車 告

者時重量 lJ!-t均相臨調車偏重量
欽:蜜有無 費支む 87 2.202 0.279 

欽まない 401 2.212 0.272 

例費量 平均機.~臨書量
ダイエット 有 37 2.266 0.259 

無 441 2.215 0.277 
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要旨ト自主:冒0.1品J::対象者の食事量調Ul!頻度と発事陸11

現代(/)1買取量 十代のf草取.

牛乳 例数 平均 80 官隊数 平~ 話。.図 309 2.220 0.288 害事a 32 2.325 立249
量目3叩畢雪害 71 2.235 0.255 週S司書陸軍 31 2.2量4 0.217 
量豊1叩ま密 事室 2.247 0.272 渇1-2塁塁 47 2.272 0.272 
iまt:んどなし 58 2.181 私立38 ほとんどなし 喜重幸 2.201 0.274 

乳製きも 例数 平均 80 例数 lJl士毎 話。
毎日 104 2.217 0.292 4器関 5 2.4皐書 0.238 
量113-8冨 127 2.218 0.24書 週3一事録 4 2.250 。胸383
ヨ襲1-2困 1霊4 2.23事 0.277 週1-2言語 23 2.231 0.2島容
ほとんどなし 98 2.1曹書 乱2毒自 lまとんどなし 4毒事 2.220 立272

顔写豪華 伊j量生 lJl士骨 80 例敏 lJll!軽 80 
毎S 2事 2.225 立322 4車問 4 2.243 0.188 
遺書ー苦闘 113 2.245 0.268 週3一事襲警 主事 2.315 0.313 
ヨ襲1-2回 280 2.213 0.2伺 建1-2(iiJ 1事事 2.225 0.237 
僚とんどなし 76 2.2告書 0.252 iまとんどなし 358 2.211 書.2皐2

1I、費量 側費量 平均 SO 例数 lJl主主 80 
毎8 72 2.184 立282 4車線 喜幸 2.237 。.22事
週3-8閏 117 2.22事 0.282 遺書叩曹関 144 2.218 0.283 
霊園1叫 2図 217 u斜 0.271 遭1-2悶 185 2.221 弘主語1
ほとんどなし 89 2.1事4 0.288 ほとんどなし 108 2.212 0.289 

魚介嬢 音階数 平地 80 事尊重量 平均 80 
毎日 227 2.21事 0.253 事事告書 134 2.218 0.250 
通3-66華 222 2.243 且299 型車3叫 8悶 1昔S 2.235 番目280
週1-重量霊 4書 2.137 0.250 選1-2(iiJ 136 2.221 0.290 
1まとんどなし 1 2.220 0.000 ほとんどなし 30 主138 0.268 

鰍.ゑ妻fJl 係数 平士母 SO 例書長 平均 80 
f車問 422 2.220 司.274 4事a 438 2.223 0.275 
遅3一豊富喜 68 2.225 0.28普 灘3-6屈 47 2.192 0.288 
運1-2箇 毒 2.223 。包22書 量11叩21i要 畢 2.248 0.231 
iまとんど枇し e 0.000 O.号∞ ほとんどなし 2.540 O.皐容器

インλ量〉ト食m， 例数 主事総 80 事曜数 lJl鴎 話。
鋒箆 s 2.184 0.190 毎日 e a∞s O.∞o 
遺書一豊富喜 事 2.218 0.2豊富 量13幽-8密 e 主総司 0，0∞ 
選1-2悶 事3 2，220 0.2書事 ill-2罰 2 2.240 0，210 
ほとんどなし 385 2.223 0.278 長まとんどなし 494 2.221 0.215 

冷凍食品 事1数 主事全信 80 例数 平均 80 
餐EI 告 0，000 0.000 4事包 8 O.総司 0.000 
選喜一曹関 1事 2.34曹 語。童書3 費量3-6罰 容 0.000 0.00昏
週1-2fi調 142 2.221 な268 幾1日 2悶 2.510 号.000
fまとんどなし 332 2.215 0.277 iまとんどなし 495 2.220 0.215 

袋小83:60線以上対象者の紗際線..と膏密度

診断 例敏 lJl鈎 SD 
淀常 12事 2.55880，1579 
繁華葉察 坦 B 容
IH言語事 281 2.17事7 立14
3陣符検 86 1.85章弘1831

…506 



J岳山64-a:60歳以上対象者 幾8-64叩 b・601以上対象者
際機と現在の食品摂取頻度 震療と10代の食品摂理控頻度

牛車i 牛乳
護費量有無 餐E 通量ふS困 灘H@I J量ど無 総It 療費量有無 4事8 遭シ日閲還1-2@1殆ど無 総計
有 56.5 14.1 10.2 書2 100 有 4φき 6.3 8.7 80.1 100 
無 59.6 14.6 12.5 13.2 100 書署 6.4 喜.4 10.4 76.8 100 
事量It 書2.6 14.4 11.5 11.5 100 総1十 5.8 6.4 邑7 76.2 100 

紙製品 思製品
線療有無 1夜通3司自国選1-2霞 JlJど無 総It 頭痛有無 f毒自遡3ゆ図遺1吃関殆ど鍛 事告Z十
4聖 21.6 26.0 35喜 16.7 1∞ :ff 0.5 1.5 1.0 97.1 100 
無 21.3 26.0 31.4 21.3 1∞ 講義 1.4 0.4 1.5 90.7 1∞ 
総針 21.4 28.0 33.3 19.3 10号 総計 1.0 0.8 4.7 93.4 1∞ 

肉類 肉頚
腰痛有無 18遭H密濃H@I JlJI:!燕 縦十 勝目躍有奇襲 1日進シ書留週1北関殆ど熊 総計
者 2.5 24.0 告号3 13.2 10告 有 0.0 4白書 22.0 13.2 100 
無 6.8 22.1 53.9 11.1 1∞ 書聖 1.4 5.0 21.1 12.4 1∞ 
総計 5.0 22.き 56.6 15.5 1∞ 総計 0.8 5.0 21.5 12.1 1∞ 

小魚 IJ喰
緩11考書軽 毎日通3-81iil~H回殆ど祭 総計 .11宥奇襲 毎回選手S毘週1-2回発どき配給計
有 12.7 24.9 45.9 18白書 1∞ 4母 8.8 2豊3 45.4 19.5 100 
祭 16.1 22.9 42.5 18.6 100 費量 14.7 ぬ5 31.5 23.3 100 
総It 14.6 23.7 43白書 17.7 100 I針 12.2 28.7 37.4 21.1 100 

魚介護 魚介鎖
護費量者無 毎録選3-6閤灘1-2密 事選ど無 総計 .繍者撫 4事録遭3-6閤 ~1-21iil猪ど無 事1ft
者 42.2' 50.0 1.3 0.5 1∞ 看守 24.8 42.1 25.2 1.3 1∞ 
無 48.6 40.7 10.1 0.0 1∞ 無 28.9 36.喜 28.9 主4 1∞ 
総Z十 45.9 44.7 ま3 0.2 10号 総計 27.2 39.3 27.4 6.2 1寺舎

害車Jt色野菜 緑黄色野.
媛痛有線 餐沼海3-6闘灘1-2図殆ど無 ま患It 腹痛有無 18濁3-61iil濠1-2隠殆ど無 事草野
有 86.4 12.8 1.0 0.0 100 :ff 92.7 8.8 告.5 0.0 10号
無 以.3 14.6 1.1 0.0 100 書軽 85‘7 11.5 2.5 0.4 100 
総計 85.2 13.8 1.0 0.0 100 総計 08.7 9.5 1.6 告.2 1∞ 

。対外食品
インM外食品 藤自陣翁豊里 1日現ふ81iil遺1-2聞殆ど奇襲 総計

製療省持層 f喜怒週3-6臨i漫1-21aJ JlJど無 総計 者 0.0 0.0 0.0 100.0 1号号
有 1.0 1.0 1書.1 781l 1∞ 豊里 O.号 0.0 0.1 99.3 . 100 
無 1.1 2.2 18.7 ?皐1 ?∞ 総計 0.0 君.0 0.4 事9.8 100 
事n十 1.0 1.7 18.9 78.4 100 

冷藻*.r.
冷潰食品 幾奇襲4号無 1霞濠3-6自適1-2閣発ど聖書 総計

腰痛有無 祭儀週3-6医i遵1-2悶殆ど無 総It ヰ守 。。 立S 0.0 10註号 1∞ 
考 3.4 29.1 67.告 0.5 100 書量 立S 0.0 0.4 99.6 ?幸喜
書聖 3苦 27.9 61.5 0.1 1∞ 総It 0.0 0.0 0.2 99.6 100 
総計 3.7 28，4 67.3 悲喜 i∞ 
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表8-65-a:60歳以上対象者 表8-65-b:60歳以上対象者
骨折と現在の食事(無回答は削除した集計) 骨折と10代の食事(無回答は削除した集計)

牛乳 牛乳
骨折有無 毎日週3-6回週1-2回殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6回週1-2困殆ど無総計
有 68.0 14.7 8.0 9.3 100 有 4.0 9.3 13.3 73.3 100 
無 61.2 14.4 12.2 12.2 100 無 。目7 5.5 8.9 78.9 100 
総計 62.3 14.4 11.6 11.8 100 総計 6.3 6.1 9.5 78.1 100 

乳製品 乳製品
骨折有無 毎日週3-6困遇1-2困殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6困週1-2回殆ど無総計
有 17.3 28.0 37.3 17.3 100 有 0.0 0.0 5.4 94.6 100 
無 22.0 25.4 32.6 20.0 100 無 1.2 1.0 4.5 93.3 100 
総計 21.3 25.8 33.3 19.6 1∞ 総計 1.0 0.8 4.7 93.5 100 

肉類 肉類
骨折有無 毎日週3-6困週1-2回殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6回週1-2回殆ど無総計
有 2.7 26.0 57.5 13.7 100 有 0.0 6.8 21.6 71.6 100 
無 5.7 22.5 56.2 15.6 100 無 1.0 5.0 21.3 72.7 100 
総計 5.3 23.0 56.4 15.3 100 総計 0.8 5.3 21.4 72.5 100 

小魚 小魚
骨折有無 毎日週3曲目回週1-2固殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6固週1-2固殆ど無総計
有 10.7 25.3 42.7 21.3 100 有 5.3 28.0 44.0 22.7 100 
無 15.1 23.5 44.1 17.3 100 無 13.2 29.3 36.3 21.2 100 
総計 14.4 23.8 43目9 17.9 100 総計 12.0 29.1 37.5 21.4 100 

魚介類 魚介頬
骨折有無 毎日週3-6回週1-2固殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6図週1-2回殆ど無総計
有 42.7 50.7 6.7 0.0 100 有 20.0 45.3 28.0 8.7 100 
無 46.4 43.5 9.8 0.2 100 無 28.0 38.8 27.3 6.0 100 
総計 45.8 44.6 9.3 0.2 100 総計 26.8 39.8 27.4 6.1 100 

緑黄色野菜 緑黄色野菜
骨折有無 毎日週3-6周週1-2固殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6回週1-2固殆ど無総計
有 80.0 17.3 2.7 0.0 100 有 88.0 10.7 1.3 0.0 100 
無 86.1 13.2 0.7 0.0 100 無 88.7 9.4 1.7 ‘0.2 100 
総計 85.2 13.8 1.0 0.0 100 総計 88.6 9.6 1.6 0.2 100 

イン対外食品 イン対外食品
骨折有無 毎日週3-6回週1-2回殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6回週1-2回殆ど無総計
有 0.0 0.0 22.7 77.3 100 有 0.0 0.0 。.0 100.0 100 
無 1.2 2.2 18.4 78.3 100 無 。目。 0.0 0.5 99.5 100 
総計 1.0 1.8 19.0 78.1 100 総t十 0.0 0.0 0.4 99.6 100 

冷凍食品 冷濠食品
骨折有無 毎日週3-6回週1-2回殆ど無総計 骨折有無 毎日週3-6回週1-2図殆ど無総計
有 0.0 2.7 36.0 61.3 100 有 0.0 0.0 0.0 100.0 100 
無 。。 4.1 27.5 68.4 100 無 0.0 0.0 0.2 99.8 100 
純計 0.0 3.9 28.8 67.3 100 総計 0.0 0.0 。白2 99.8 100 
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雲監8-66:60歳以上対象者の腰痛とき事要閣(無回答i主義IJ除した集計}

骨折有無 出産有無
腰痛有無 有 無 事態計 線療有無 有

手言 内.6 83.4 100 挙事 92.7 
然 14.0 自6.0 100 無 91.4

総計 15.1 84.9 100 総計 91.9 
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機事L事著書提
緩殺事事無 挙事 無 総書+

事事 82.0 15.5 100 
寿時 83.2 15.0 100 

総計 芭2.7 15.1 100 

現役獲量選挙事無 学生時運動有無
腰痛有無 省 費襲 総書十 腰痛有無 華客 費R 総計

事専 84.1 15脅 100 有 27.2 72.8 100 
書量 84.7 15.3 100 書聖 25.4 73.6 100 

総計 84.5 15.5 100 総百十 26.4 12.8 100 

総計

懸
煙
間
口
問

媛
喫

;
1
一れ

喫
要事喫型車以前喫鍾

96.1 1.0 
124.3 1.9 
220.4 2.事

総計
100 
1∞ 
100 

腹痛有然
有
無

欽濁有無
線療有無飲家ない害事日

者 84.9
無 80.4

総計 宮2.3

選1-2閏.F'!1-2u霊
2.9 6.3 5.9 
1.5 13.8 4.4 
2.1 10.6 5.号
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1

ダイエット有無
腹痛有無 有

有 9.5
祭 6.7

総計 7，9 
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ltS-67:60級以上対象翁の脅祈と鍬3要因

出産有毒襲
f号折有無 事ぎ 書襲 総計
事害 90.7 9.3 1容容
費時 92.5 7.5 1∞ 
総計 92.3 7.7 100 

授弘幸著書襲
骨折有無 有 型軽 総ます
帯害 82.7 17.3 100 
事量 85.1 14.9 100 
総計 霊4.7 15.3 100 

現畿運動有無
骨折有無 挙事 無 総書+
事害 82.7 17.3 100 
書襲 85.1 14.9 10告
総書+ 84.7 15.3 i∞ 
学生時運動事著書襲

骨折有熊 事事 費量 総書す
事事 28.0 72.む 100 
書襲 26.3 73.7 100 
総書÷ 芝6.5 73.5 100 

喫燦燦
骨折有無 喫鍍 非喫煙 主i言者喫鍵 総量十
事事 9.3 88.0 2.7 100 
費襲 4.5 94.5 1.0 100 
総計 5.3 告3.5 1.2 i容告

飲酒事著書襲
骨折有無欽まない 毎B 還1→ 2悶 l'I1-2回 総計
有 77.0 1.4 i工事 4.1 100 
無 83.0 2.4 9.5 5.1 100 
総ます 事2.1 2.3 10.7 4.9 100 

ダイエット有無
骨折葬祭 事事 無 暴露1+
事事 11.3 88.7 100 
書襲 7.2 92.8 100 
総計 7.8 事芝.2 100 
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表8-68:60代以上対象殺の絵断とZ警察1m

書勇気有無 腹痛有無
診断 事f 費襲 総書十 E書断 事管 無 総量f
Z正常 63.6 3自.4 100 2正常 39.2 60.8 100 
型車綬事実 む 。 。 要観察 。 § B 
婆指導 62.呈 37.1 100 重要指導 41.5 58.5 100 
重要再検 63.1 36.9 100 要湾横 50.0 50.0 100 
総書十 自3.1 36.9 100 総計 42.4 57.。 100 

膏新事事費襲 f蔓乳有無
喜容量野 事事 費襲 総量十 診断 帯年 費襲 総脅す
正常 10.2 89.8 100 立常 語5.6 14.4 100 
要級事欝 c 。 D 要観察 。 告 。
要指導 15.1 84.9 100 要指司事 書3.7 16.3 1∞ 
事堅持検 23噂3 76.7 1告号 重要事専検 85.7 14.3 100 
総量十 15.2 84.8 100 総計 84.5 15.5 1容9

脳連量有無
書季節 事専 費襲 総計
正常 書3.8 6.3 100 
事聖書提警察 9 。 告

軍軍機種事 91.1 8.9 100 
漢字耳検 92.9 7.1 1∞ 
総書十 92.1 7.聾 100 

現議運動有無 学生防護襲撃臨省無
E参重野 事ぎ 無 総量十 鯵断 有 費量 総書十
1E事堂 85:6 14.4 100 1E常 24.8 74.4 100 
費高緩型車 。 。 む 11銭察 Q 。 。
要指導 83.7 16.3 100 要E綴諸事 27.0 72.2 100 
要再検 85.7 14.3 100 事耳再検 26.7 72.1 100 
総量+ 84.5 15.5 100 総量+ 26.4 72.8 100 

喫書護軍襲
Z倉重野 喫提重 非喫煙w.験場建簿 総書十
1E常 3.9 94.自 1.6 1∞ 
纂観察 。 。 s Q 

要指導 6.4 容2.5 1.1 100 
重要再検 3.5 95.3 1.2 100 
総書す 5‘3 93.5 1.2 100 

飲濁待費襲
鯵首長 飲~ない 毎悶醜1-2霊童 司1-2隠 総計
正常 80.3 0.8 11.8 7.1 100 
要観聖書 。 G g 。 。
事華街検場 81.8 2.5 11.3 4.4 1器Q
重要事専 86.0 3.5 7.0 3.5 100 
総量す 82.2 2.3 10.7 4.詰 100 

ダイエット有無
鯵重野 有 費瞬 総書+
正常 9.8 90.2 100 
重要線療 。 8 。
事要指導 7.7 92.3 100 
重要事専検 4.8 95.2 100 
総書十 7‘7 92.3 100 

を

ii
 

F
句

υ



ft9-69-a:章容黛以上対象者 ft喜一事事-b:鈎..以上対象!f
鯵現時結果と務夜oj駐車島袋署量級度 3害警毒事事.と1合tto:t物製u設費震度

牛鉱 牛車
診断 41H'1滋3-6図週1-2関紛I:!務総針 t事斯 毎岳遭3-81m灘トE密 殆ど無 事ut
正常 62剛日 13.2 14.0 10.1 100 蕊常 7.8 7.0 日.3 78.0 100 
要観察 。 9 。 。。

'"敏明書 。 。 。 。。
築指導 81.2 15.3 10.3 13.2 i∞ '，EE機事車検'" 8.4 5.7 11.0 78.9 100 
要再検 事5.1 12.6 12.8 9.3 1号車 4.7 7.0 4.7 83.7 100 
ま草野 事2.3 14.3 11.7 11.7 10告 lut 豊.5 8.3 9.5 77.轟 100 

事Lato!!. 事L袋品
診断 .関灘3-Il箆遭1-2殴殆ど無 総計 2参重野 毎B 漫3脈事間 違ト21B1 殆ど無 総It
正常 25.2 21.3 34.8 18.9 100 iE倫 1.8 1.8 3.9 93.0 100 
要観察 。 D 。 Q 。 製練習院 。 。 。 。。
要指導 1事9 28.7 33舗? 18.8 1∞ 療機導 1.1 0.4 5.3 93.2 1∞ 
要再検 22.4 2主5 30.8 23.5 1∞ ，4SE孫まf自量 事 1.2 3.5 書5.3 100 
事事ます 21.2 2亘書 33.4 19.章 1告書 1.0 容.8 4.8 事3.5 100 

肉聖護 肉祭
診断 4華日遭3-8匝遭Hs若手通ど無 総計 診断 毎B 漫3-8閤進1-2固 殆ど書官 総計
正常 8.3 27.3 50.6 15.8 100 iE常 0.8 8.8 18.8 71.9 1∞ 
要観繋 。 D 。 。。

'"観察 。 。 。 。。
要指導 4.3 20.4 58.2 17.1 100 

'"織a・立7 4.6 23.9 70.7 100 
要再検 7.0 24.4 事0.5 8.1 i∞ ~写後 1.2 2.3 17.4 ?邑i 10奇
事主計 5‘3 22.事 事事。? 15‘2 1奇書 毒患It 0.8 5，3 21，5 72，5 1告号

1I、魚 11、魚
診断 .関週3-書留迎1-2滋鎗ど無 総計 B担軽 4事関滋3-8関週1-2回 著者ど鍛 総計
iE常 13.2 20町g 51.9 13.2 100 正常 10，9 29.7 39，8 19，5 1∞ 
'"観嚇 。 。 。 D 。 '"観11 。 。 。 。。
要F皆様 14.2 25，6 40.2 19.9 100 '"指導 12.5 28.2 36.4 22.9 100 
'"再検 17.4 20，9 43.0 18.6 100 要事車検 11.6 31.4 37.2 19.8 100 
事事It 14.5 23白書 43.8 17華 1容器 総量f 11.9 2書.1 37.4 21，5 1昏号

魚介緩 魚介喜重
鯵書青 .9 遭3-8窃瀕1-2回殆ど無 車韓併 診断 事事関 il3-6聞 週1-2閤 殆ど祭 総It
iE常 45，0 51，2 3国自 。1∞ iE常 25，8 44，2 27‘1 3，1 100 
'"観機 。 。 。 。。 要観察 。。 0.0 0.0 0.0 。
'"術'"

48.4 40.2 11.0 0，4 1∞ 要指'" 28，5 36.7 27，4 7.5 100 
費堅F写4童 38.4 50.0 l1.O 0.0 1∞ '"再検 24.4 41.9 27，9 5.8 100 
事事It 45.喜 44，8 事，3 0.2 1章容 総量十 27，0 39.5 27.4 6.0 100 

事華.t主翼手議 緑.e，霊ti震
診断 毎琵遺3-6闘滋1-2閤殆ど無事t.t 鯵重野 .隠簿3-Il由選1-2隠 治ど聖者 総計
立常 85.3 14，0 0.8 o 100 正常 書0.7 7目B 1.6 100 
要指売機 。 。 。 。。 要観察 0.0 0.0 0.0 0.0 。
JU話線 85.1 13.5 1.4 B 1∞ 要指辱 87.5 1自.0 2，1 0.0 100 
型軽海検 84.9 14，0 1.2 g 100 要再捜 87.2 11.8 l.2 0.0 100 
害事2十 85.1 13.7 1.2 号 100 総計 毒患3 9.5 1.8 告2 100 

4ンλ言〉争食品 。λ書:U:~主
診書野 .9 選3刷費1m遜1吃殴殆ど篠宮tlt 診断 fi悶遺3-6図 il1-2関 殆ど量豊 事事計
正常 0.0 0，8 18，8 80，8 100 正常 。 B 0.8 99.2 100 
.餓繁 。 。 D 。。 要慨嘆 。 。 0.0 0.0 。
.f量. 1.4 2，9 18.3 77.4 1∞ 要指. 。 。0.4 99目e 100 
型軽海検 1.2 E 21.4 77.4 100 要務自量 e 9 0，0 1∞a 100 
ま草野 1.0 1.8 18.9 78，3 100 事草野 号 告 0.4 99.8 100 
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表8-70:60歳以上対象者の骨密度と鰍要醤{脅密度上下10%での集計)

事勇気有無 81脅蔵事事費軽
密度評事E 有 書陸 総計 曾産~I卒倒 有 書購 総量十
車高 70.0 3号.0 100 29.8 70.2 100 
I:t 61.3 38.1 100 中 42.7 51.3 1金容
111 70.8 29.2 100 t琢 52.0 48.0 100 
意撃が 63.1 36.9 100 事態Z十 42.4 57.6 100 

f号折事著書曜 授事L有型軽
事館度評錨 有 費署 総書+ 密度務綴 有 無 総書f
喜善 6.0 事4.'邑 100 高 83.0 11.0 10容
I:t 14.2 85.8 100 I:t 84.1 15.9 1∞ 
{ま 32告 68β 100 者主 89明e 10.4 100 
総脅す 15.2 84.8 10召 事草野 事4.5 15.5 100 

泌襲撃事事熊
密度僻縞 有 費量 総計
要E 91.8 8.2 100 
E和 号1.9 8.1 100 
低 93.9 6.1 100 
総書十 9.2.1 7.9 100 

現苦E護軍動有無 学金善寺連動有無
密~評価 有 書聖 総計 警官服u平織 事Z 無 総量十.. 83.0 17.0 100 選結 26.5 73.5 100 
I:t 84.1 15.9 100 I:t 26.4 73.器 100 
{啄 89.6 10.4 100 まま 28.0 71.4 100 
総計 84.5 15.5 1∞ 総量十 26.6 13.4 100 

喫鍾箆
君影~I事鑓 喫嬢 非喫煙I<t務喫媛 総ま÷
宮高 4.0 92.0 4β 100 
中 5.8 93.4 0.8 100 
{底 2.0 幸喜.0 2.0 10日
総書+ 5.3 告3.5 1.2 100 

飲酒有無
警官担軽量事繍飲まない 毎日 1…2鐙 1-2倒 総量+
R関 11.6 0.0 i之2 10.2 100 
中 82.0 2.1 11.1 4.9 100 
lij; 88.0 事.0 6.0 。。 1告§
総計 82.2 2.3 10.1 4.9 100 

ダイエット有無
æ~評{透 手事 無 ま主計
E高 8.2 91.8 1∞ 
中 8.4 容1砲事 100 
lij; 2.1 91.9 100 
総ます 7.7 92.3 100 
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畿日一71-配 60踊I以上対章者 費8-71-b:60a以上対章者
骨密度と現在の1駐車(骨1111上下10軸での集計) 骨密度と10代の世帯{骨開度上下10軸での集計)

牛事L
tJ::乳 密度解剖 .接選3-61m週1-2閤Ja!:鯨 、 I針

欝凌野1樋 .縫 13-6濁遭1-2霞猿ど集 総t 高 12.0 6，0 14.0 6d;告 1君B
a 事4.0 16.0 16.0 4.0 1草書 宇 事3 事3 9.3 73;事 100 
キ 61.1 14普 11.事 12.1事 10告 量E 2.0 6.0 義喜 毒事S 100 
低 70.0 1号B 8.0 12.草 1告書 総It 6.5 書.3 量5 77.8 10脅
総針 62.3 14.3 11.7 11.7 10号

乳製品 密度卸価 "'.係E綿自適3-6間運l-21m 捻ど僻 総計
密度評価 線問日目3-6回週1-2聞 殆ど鱒 総計 高 4.0 日.0 1目 94.。 100 
寓 26.5 18.4 30.6 24自 100 中 0.8 0.8 4.8 93.7 1∞ 
中 2M 27.0 33.8 18.8 100 母 0.0 2.0 6.1 91.8 1∞ 
{革 22.4 24.5 32.7 2告A 100 総書十 l.6 0.8 4.事 93.5 100 
事SIt 21.2 25.書 33.4 1聖書 100 

型軽簸
事時簸 密度S平穏 .語 13-6函 1ト21m J事ど奇襲 総計

密度欝髄 .際環3-6濁週1-2閣総ど織 事堂E十 a 0.0 16.3 14.3 69.4 100 
a 10，日 2目。 56.0 14，0 1鈎 中 1.0 4.1 23.5 71.4 100 
中 4.6 23.6 55.8 16.0 1∞ 低 0.0 4.0 12.0 自4.0 100 
{正 6.0 20.0 64，0 10.0 100 I肘 0.8 5.3 21.5 72.5 100 
総針 5.3慨 22.9 56.7 15.2 1∞ 

小量
小議 !l!1l1事績 .謹選3-6盤 11-2磁幾ど幾 緯計

密度重干潟 4事畿通3-6鑓選ト20毒 事告I!費量 事m • 10.0 24.0 38.0 書0.0 100 
a 1草草 24書 42:書 1毒患 100 事 12.書 29.華 31.3 1急車 1喜昏.p 14.1. 23.3 44.1 1事S 100 緩 6.0 2喜S 40.普 26.0 100 
{ま 16.0 22.0 44.0 1主E 1酎書 IIt 11.9 2量i 37.4 21.5 10号
総Rt 14.5 23.6 43.8 13.0 100 

意介類
魚介翻 III院S平備 毎日週3-6聞道1-2開始E傾 I計

際捜Il!f踊 毎日週トB回週1サ羽織ど111 総計 a 24.0 50.0 26.0 。。 100 
a 36.0 58.0 6.0 0，0 10唱 中 28.5 38.6 26.& 6.1 100 
中 4章。S 41.9 事3 日3 ?鴎 紙 18.0 36.0 34.0 12.0 100 
縫 34.0 54.0 12.0 0.0 100 総計 27.0 39.5 27.4 6.0 100 
争奪鈴 45.量 44.量 幸3 0.2 100 

事華Jt1!襲警lI! 線貧墨書.Jl
密111平!綴 .a遭3-6陸選1-2関獄ど鱗 能針 11111¥11 祭器遭3-6霞 11-21m強e. 雑音十
高 自8.0 10.0 2.0 0.0 1自由 a 88.0 1骨B 2.0 目。 100 
中 88.9 9.1 1.8 日.3 1目。 .p 88.9 且1 1.8 。，3 100 
1証 86.0 12.0 2.0 0.0 100 ii 86.0 12.0 2.0 。。 100 
総計 重量5 事.5 1.8 0.2 100 総It 島事.5 9.5 1.8 0.2 100 

~ntJト童a ~n予ジト童晶
11111撃事庫 .13遷3-6密 11イ怒 鎗ど費量 IIt 務Illl!fI .翼 13-豊富S灘ト211 J事ど費量 総量fiJi 0;苦 2.0 1草草 事2.0 10語 調高 0.0 章。事 立書 1善意書 1草寺
ゆ 1.3 1.8 i事.8 ?喜i 100 中 0.0 O.奇 0.5 害事5 i章容
まま 日.日 2.0 22.4 75.5 100 修 0.0 な告 自即日 1∞s 10告
総!t 1.0 1.8 18.9 73.3 100 総量十 量百 0.0 0.4 曹司.6 100 

}者壇食品 冷濠貴晶
際1I111{覇 毎日週3-6幽湖ト2悶 殆ど無 総計 IIIIlI甲信 毎a13-61m灘1-21 Ja!:無 純計iti 司自 10事 22.0 68.0 100 .. 0.0 0.0 在容 100.0 100 
中 思.0 3語 E書.2 事7.3 100 e 0.0 0.0 在3 軍事‘7 1号車
{ま 0.0 告書 32.7 67.3 10告 事正 0.0 0.0 0.0 100.0 1容器
事主計 ;0.0 主事 2事皐 67.3 1器量 事まき? 0.0 0，苦 君主 重量畠 1章容
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